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歩
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新
た

令
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３
年
度
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・
専
攻
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・
別
科
入
学
式
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だ
け
で
な
く
改
め
て
考
え
た
い
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
社
会
に
広
が
る
他
者
へ
の
負
の
感
情
だ
。
米
国

で
は
、
ア
ジ
ア
系
住
民
を
狙
っ
た
暴
力
や
差
別
的

な
言
動
が
後
を
絶
た
な
い
▼
昨
年
４
月
の
本
紙
で

紹
介
し
た
が
、
感
染
症
に
は
「
病
気
」「
不
安
」

「
嫌
悪
、
差
別
」
の
３
つ
の
顔
が
あ
る
と
、
日
本

赤
十
字
社
は
公
式
サ
イ
ト
で
警
鐘
を
鳴
ら
す
。
感

染
症
へ
の
意
識
は
、
個
人
や
家
庭
に
よ
っ
て
異
な

る
。
家
族
や
周
囲
に
重
症
化
の
リ
ス
ク
が
高
い
高

齢
者
ら
が
い
る
家
庭
で
は
、
殊
の
外
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
▼
約
１
万
人
い
る
本

学
の
学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
環
境
が
異
な
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
感
情
を
抱
き
、
日
々
の
学
修
に
臨
ん
で
い
る

に
違
い
な
い
。
他
者
と
の
違
い
や
差
異
を
、
不
安

や
嫌
悪
を
生
む
芽
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
違
い
に

気
づ
き
、
受
け
入
れ
る
心
が
求
め
ら
れ
て
い
る
▼

「
手
や
足
の
／
汚
れ
は
常
に
／
洗
へ
ど
も
／
心
の

垢
を
／
洗
ふ
人
な
し
」。

　

１
年
前
の
最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
の
際
は
静
か

だ
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
学
生
の
姿
が
戻
っ
て

き
た
。「
早
速
友
達
が
で
き
た
」
と
笑
顔
の
１
年

生
。
対
面
授
業
と
遠
隔
授
業
が
入
り
交
じ
る
日
々

に
も
「
充
実
し
て
い
る
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
た

▼
学
生
た
ち
は
感
染
対
策
に
も
余
念
が
な
い
。
話

を
聞
い
た
学
生
の
中
に
は
、「
教
室
で
は
座
席
の

間
隔
が
離
れ
て
い
る
の
で
不
安
は
な
い
」
と
話
す

学
生
が
い
る
一
方
、「
授
業
の
入
退
出
時
は
必
ず

手
指
消
毒
を
す
る
」「
検
温
は
欠
か
さ
な
い
」
な

ど
と
感
染
対
策
に
慎
重
な
様
子
が
う
か
が
え
た
。

全
国
各
地
で
日
々
、
感
染
の
再
拡
大
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
空
間
を
共
有
す
る
者
同
士
、
自
覚
を
も

っ
て
感
染
対
策
を
徹
底
し
た
い
▼
手
洗
い
う
が
い

山
里
は　

櫻
の
盛
り

　
　
　

菜
の
さ
か
り
―
―
。

　

に
ぎ
は
し
き
に
も　

兵
お
ほ
く
立
つ

（「
水
の
上
」）

釈　

迢
空

「
草
莽
」

　ジェンダーの平等、地域格差、食品ロス、気候変動―。身の回
りに存在するこれらの問題に、私たちはどれほど真剣に向き合っ
ているだろうか。
　昭和32（1957）年５月に創刊した国学院大学学報は、今号で
700号の節目を迎えた。過去から現在、そして未来へと続くレー
ルの上にいる私たち。しかし、コロナ禍によって目の前に開けて
いると思っていた未来は、予測不能の世界となった。そして私た
ちの生活は劇的に変化し続けている。冒頭に示した問題は、いず
れも国連が定めた「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」で2030年
までの達成を目指して掲げられている17の目標に繫がる。
　今号では、700号という節目にあえて未来に目を向け「2030年
へ社会や私たちの生き方は変わるのか？」という疑問を各界の最
前線で活躍する３人にぶつけた。

　社会学者の水無田気流経済学部教授は、これからの家族や暮ら
しを考えるうえで「身近すぎて客観的に見ることが難しい社会構
造について学ぶ」意義を強調。長崎県平戸市の離島・度

たくしま

島で神
職として奉職する傍ら、集落支援員、「度島地区まちづくり運営
協議会」事務局員として活躍する卒業生・森健司さん（平26卒
・122期神文他）は地域の未来を見据えて「島や神社の存在が、
『進んで応援したい』と思われるものにしなければならない」と
奮闘中だ。
　発酵技術を駆使して、循環型社会の構築に取り組むファーメン
ステーションの酒井里奈社長は「循環型経済は今後、常識にな
る」とし、消費者に「身の回りのモノの背景を気にかけるような
感覚を身に付けて」と提唱する。学内外の３人の言葉には、私た
ちの未来を明るく照らすヒントがあふれている。

創るるるるるるるる未来を創 つつつつつのののの提提提提提言言言言未来をを創創るるるる未未来を創るるるるるる未来をを創創るるるるる未来を創未来を創 つつつつつつつ 提提提提提提言つつつつつつののののの提提提提提提提言言つつつつつつのののののの提提提提提提提提言言提提提提提言提提提提言言言提提提提言提提言

　

令
和
３
年
度
の
学
部
、
神
道
学
専
攻
科
、
別
科

神
道
専
修
の
入
学
式
が
４
月
２
日
、
グ
ラ
ン
ド
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
（
東
京
都
港
区
）
で
行
わ

れ
た
。
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
、
新
入

生
２
３
４
７
人
が
、
学
生
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
開

催
を
見
合
わ
せ
た
た
め
、
２
年
ぶ
り
の
入
学
式
に

な
っ
た
。
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、
新
入
生
は

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
と
り
、
式
に
臨
ん

だ
。
国
歌
や
校
歌
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
心
の
中
で

斉
唱
し
た
。

　

針
本
正
行
学
長
は
新
入
生
に
向
け
て
「
全
世
界

を
襲
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
は
、
さ
ら
に
デ
ジ
タ
ル
化
を

加
速
さ
せ
、
社
会
構
造
、
産
業
構
造
に
大
き
な
影

響
を
与
え
、
今
ま
で
以
上
に
、
人
間
の
働
き
方
、

生
き
方
を
問
い
直
す
こ
と
に
な
る
」
と
話
し
、

「
機
器
の
進
化
に
よ
る
研
究
の
進
展
と
引
き
換
え

に
学
び
の
実
感
を
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
た

い
」
と
と
も
に
学
び
の
道
を
歩
む
こ
と
を
呼
び
掛

け
た
。

　

各
学
部
の
新
入
生
の
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
宣
誓

し
、
仲
間
や
友
人
と
目
標
に
向
け
、
切
磋
琢
磨
し

な
が
ら
充
実
し
た
４
年
間
に
す
る
こ
と
を
誓
っ

た
。

【
２
・
16
面
に
関
連
記
事
】

創刊700号 記念特集

【８～11面関連記事】
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針
本
学
長

「
新
た
な
学
問
知
の
構
築
を
」

新
入
生
、期
待
胸
に
前
へ

令
和
３
年
度 

学
部
・
専
攻
科
・
別
科
入
学
式

コロナ禍が令和３年度一般
選抜の志願者数にも影響
　令和３年度最後の一般選抜入学試験となる
B日程入学試験は、今年度から２月下旬から
３月２日へと移行して行われ、2209人が受
験した。今年度の一般選抜入試志願者は、１
万9345人となり、前年比75％となった。一
般選抜の志願者数が２万人を下回ったのは、
平成26年度以来７年ぶり。
　今年度は、18歳人口の減少、大学入学共
通テストに代表される入学者選抜改革の初年
度にあたり、既卒者生をはじめ大学志願者総
数の減少と、１人当たりの出願校数の減少が
見られたほか、新型コロナウイルス感染拡大
の影響から、経済的にも負担が少ない地元志
向や私立大学への敬遠傾向が見受けられた。
さらに本学では、Ｖ方式Ⅱ期を廃止したこと
など、複数の要因が重なった結果と考えられ
る。

卒業奉告祭・入学奉告祭を斎行
　３月19日に卒業奉告祭（斎主・茂木貞純
神殿奉斎員[神道文化学部教授]）が、４月
１日に入学奉告祭（斎主・大野靖仁神殿奉斎
員[法人事務局部長]）が国学院大学渋谷キ
ャンパス神殿で斎行された。卒業奉告祭に
は、佐栁正三理事長、針本正行学長、教職員
らが参列。例年修了を迎える別科生らが伶人
として奉仕していたが、緊急事態宣言下であ
ることなどを考慮し見送られた。
　入学奉告祭は、佐栁理事長、針本学長ら役
教職員と新入生代表が参列した＝写真。

学校法人国学院大学人事
　学校法人国学院大学の理事、評議員などの
人事は次の通り。その他の人事は５面参照。
◇理事
【退任】
▷ 木村好成（学校法人国学院大学栃木学園前
理事長・故人） 令和２年11月14日付
▷鎌田薫（早稲田大学前総長）
 令和３年３月31日付
【選任】
▷ 川福基之（学校法人国学院大学栃木学園理
事長） 令和３年１月28日付
▷武智浩二（大学事務局長）　
 令和３年４月１日付
※いずれも任期は５年４月７日まで
◇評議員
【退任】
▷木村好成 令和２年11月14日付
▷根岸茂夫▷橋元秀一▷武田秀章▷野呂健
▷橋本憲市郎▷鎌田薫
 以上、令和３年３月31日付
【新任】
▷川福基之 令和３年１月28日付
▷矢部健太郎▷星野広和▷笹生衛▷山西治男
▷仙北谷穂高 以上、令和３年４月１日付
◇顧問
【退任】
▷川福基之 令和３年１月28日付
【新任】
▷鎌田薫 令和３年４月１日付
※委嘱期間は令和５年３月31日まで

　

５
学
部
、
神
道
学
専
攻
科
、
別
科
神

道
専
修
の
入
学
式
で
は
学
生
た
ち
は
新

生
活
へ
の
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策

の
た
め
、
学
部
ご
と
に
４
回
に
分
け
て

式
典
は
挙
行
さ
れ
、
保
護
者
ら
に
は
式

の
様
子
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
動
画
配
信

し
た
。
ま
た
、
会
場
で
は
サ
ー
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
カ
メ
ラ
に
よ
る
検
温
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
各
学
部
が
入
れ
替
わ
る
タ
イ

ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
、
空
間
消
毒
を
行
う

な
ど
、
入
念
な
対
策
が
と
ら
れ
た
。

　

学
長
告
辞
の
後
、
在
学
生
の
保
護
者

で
つ
く
る
若
木
育
成
会
の
堀
江
久
教
会

長
が
「
社
会
に
出
る
前
の
最
も
贅
沢
で

貴
重
な
時
間
、
学
生
で
い
ら
れ
る
時
間

は
長
い
よ
う
に
感
じ
る
が
、
あ
っ
と
い

う
間
。
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

続
い
て
文
学
部
の
矢
部
健
太
郎
、
経

済
学
部
の
星
野
広
和
、
法
学
部
の
一
木

孝
之
、
神
道
文
化
学
部
の
西
岡
和
彦
、

人
間
開
発
学
部
の
成
田
信
子
の
各
学
部

長
が
歓
迎
の
言
葉
を
贈
っ
た
。
各
学
部

の
代
表
の
学
生
ら
が
壇
上
に
上
が
り
、

学
生
生
活
へ
の
抱
負
を
語
っ
た
。

　

入
学
式
に
出
席
し
た
新
入
生
の
成
瀬

祥
子
さ
ん
（
経
営
）
は
「
地
方
の
活
性

化
策
に
つ
い
て
関
心
が
あ
る
の
で
、
実

際
に
地
方
に
通
い
な
が
ら
学
び
た
い
。

高
校
で
は
バ
レ
ー
部
だ
っ
た
の
で
、
運

動
系
の
サ
ー
ク
ル
に
入
り
た
い
」
と
話

し
た
。
鈴
木
玲
菜
さ
ん
（
同
）
も
「
さ

ま
ざ
ま
な
企
業
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
挑
戦
し
て
、
自
分
の
将
来
を
決
め
た

い
」
と
夢
を
語
っ
た
。
相
葉
優
宇
さ
ん

（
同
）
は
「
高
校
時
代
に
や
り
た
い
こ

と
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
大
学

で
は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け

た
い
」
と
期
待
を
込
め
た
。

　

寺
﨑
信
至
さ
ん
（
神
文
）
は
都
内
の

神
社
に
住
み
込
ん
で
実
務
を
学
び
な
が

ら
、
夜
間
の
講
義
を
受
け
る
。「
講
義

で
は
実
践
的
な
こ
と
を
学
び
、
神
職
に

生
か
し
た
い
」。
松
尾
圭
吾
さ
ん
（
神

専
攻
）
は
「
大
学
で
は
化
学
を
専
攻
し

て
い
た
が
、
神
職
を
し
て
い
た
祖
父
の

影
響
も
あ
っ
て
、
専
攻
科
を
目
指
し

た
。
神
職
の
道
を
模
索
し
た
い
」
と
話

し
た
。

で
あ
る
と
も
さ
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

は
、
さ
ら
に
デ
ジ
タ
ル
化
を
加
速
さ

せ
、
社
会
構
造
、
産
業
構
造
に
大
き
な

影
響
を
与
え
、
今
ま
で
以
上
に
、
働
き

方
、
生
き
方
を
問
い
直
す
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。
機
器
の
進
化
に
よ
る
研
究
の

進
展
と
引
き
換
え
に
、
学
び
の
実
感
を

失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
は
、
大
学
の
学
修
形
態

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
令
和

２
年
度
は
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

に
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
授
業
が
導
入
さ
れ

た
。
教
員
と
学
生
が
協
力
す
る
中
、
新

た
な
学
び
の
在
り
方
も
醸
成
さ
れ
た
。

い
か
な
る
授
業
形
態
を
採
用
し
て
も
、

大
学
は
、
教
員
が
学
生
へ
一
方
的
に
知

識
を
伝
達
す
る
場
で
は
な
く
、
既
存
の

「
知
」
に
挑
み
、
新
た
な
「
知
」
を
創

造
す
る
場
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
。
既
存
の
学
問
知
を
疑
う
と
は
ど
う

い
う
こ
と
な
の
か
、
授
業
を
通
し
、
心

に
問
い
か
け
て
み
て
ほ
し
い
。
い
か
な

る
社
会
状
況
で
も
「
学
ぶ
こ
と
」
は
無

限
の
可
能
性
を
持
っ
た
人
間
に
と
っ

て
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
紡
ぎ
出
さ
れ
て

い
く
「
知
」
の
源
で
あ
り
、
生
き
る
糧

と
な
る
も
の
だ
。
と
も
に
学
び
の
道
を

歩
い
て
い
こ
う
。

　

大
学
院
の
令
和
３
年
度
入
学
式
は
４

月
１
日
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
百
周
年
記

念
講
堂
で
、
座
席
の
間
隔
を
あ
け
る
な

ど
感
染
対
策
を
講
じ
て
挙
行
さ
れ
た
。

役
教
職
員
が
出
席
し
、
新
入
生
98
人
が

新
た
な
研
究
者
と
し
て
一
歩
を
踏
み
出

し
た
。

　

針
本
正
行
学
長
は
告
辞
で
、
本
居
宣

長
の
『
う
ひ
山
ぶ
み
』
や
『
論
語
』

「
学
而
篇
」
の
一
節
を
紹
介
し
て
研
究

に
向
か
う
姿
勢
を
示
し
た
。
そ
の
上
で

「
新
た
な
学
び
の
在
り
方
を
模
索
し
、

資
料
の
収
集
分
析
、
研
究
者
と
の
出
会

い
を
楽
し
み
に
し
て
ほ
し
い
。
研
究
す

る
こ
と
の
意
義
は
何
か
を
不
断
に
自
己

に
問
い
か
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
分
野

に
お
い
て
新
た
な
学
問
知
の
構
築
を
目

指
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
」
と
呼

び
か
け
た
。
佐
藤
長
門
大
学
院
委
員
長

は
「
日
本
の
こ
と
を
学
ん
で
い
よ
う
と

も
日
本
の
こ
と
だ
け
に
固
執
せ
ず
、
絶

え
ず
外
国
の
成
果
か
ら
学
ぶ
べ
き
も
の

は
学
ぶ
柔
軟
性
と
広
い
視
野
を
持
っ
て

学
問
の
道
を
進
ん
で
い
っ
て
も
ら
い
た

い
。
そ
の
よ
う
な
姿
勢
こ
そ
本
学
大
学

院
で
学
ぶ
意
義
だ
」
と
祝
辞
を
述
べ

た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
新
入
生
を
代
表
し
て

長
谷
部
晴
彦
さ
ん
（
博
後
文
＝
写
真

左
）
は
「
周
囲
の
協
力
の
下
、
研
究
が

で
き
る
こ
と
を
自
覚
し
、
感
謝
の
念
を

忘
れ
ず
目
標
に
邁
進
す
る
所
存
だ
」
と

述
べ
、
大
学
院
で
の
飛
躍
を
誓
っ
た
。

座
席
の
間
隔
が
広
く
と
ら
れ
た
入
学
式
の
式
場
。

登
壇
者
も
マ
ス
ク
を
着
用
し
た

　

現
代
社
会
は
情
報
・
技
術
革
新
が
進

み
、
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
よ
っ
て
、
社
会
課

題
の
解
決
や
新
た
な
価
値
創
造
が
可
能

針
本
学
長
告
辞
要
旨

学
び
は
生
き
る
糧
に

入 学 式
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大
学
院 

学
位
記
授
与
式

針
本
学
長

「
研
究
史
に
確
か
な
足
跡
を
」

災
禍
乗
り
越
え
決
意
の
巣
立
ち

令
和
２
年
度 

学
部
・
専
攻
科
・
別
科
卒
業
式

コロナ禍の卒業
黒板アートなどで彩り
　緊急事態宣言下で挙行された卒業式。渋谷
・たまプラーザ両キャンパスに分かれて行わ
れた卒業証書などの授与では、遠隔授業で会
うことができなかった卒業生たちの門出を黒
板アートなどで彩った。
　渋谷キャンパスでは、本学マスコットキャ
ラクター「こくぴょん」の口元をデザインし
たマスクシールとマスクを希望者に配布。久
々に再開した友人や家族、マスク姿のこくぴ
ょんと記念写真を撮っていた。
　人間開発学部生の卒業証書授与が行われた
たまプラーザキャンパスでは、教室にキャン
パスなどを描いた黒板アートを用意＝写真。
教室に入った卒業生からは喜びの声が聞かれ
た。

学長特別賞に出口さん
学生部長賞には４人
　令和２年度の学長特別賞と学生部長賞の受
賞者が決まった。
　学生部長賞の中から、特に優れた功績を残
した者に贈られる学長特別賞は、出口颯涼さ
ん（史４）が選ばれた。出口さんは、３年連続で
成績最優秀者として表彰されたことが評価さ
れた。表彰式は３月21日、グランドプリンス
ホテル新高輪で挙行された卒業式直後に行わ
れ、文学部の卒業生らが見守る中、針本正行学
長から表彰状と副賞が贈られた＝写真。
　学生部長賞には４人が選ばれた。受賞者は
次の通り（敬称略）。表彰式は実施されず、
個別に表彰状と副賞が授与される。
※学年は３月時点
◇出口颯涼（史４）＝「国学院大学成績優秀
者奨学制度」成績最優秀者３年連続表彰◇相
田勇司（法３・柔道部）＝講道館杯全日本柔
道体重別選手権大会兼全日本選抜柔道体重別
選手権大会男子66㌔級準優勝◇武岡毅（日
文３・柔道部）＝同大会66㌔級３位入賞◇
小島叶愛（初教３）＝関東学生卓球選手権大
会ベスト４入賞（第４位）

観光学部観光まちづくり学科
（仮称）設置認可を改めて申請
　国学院大学は、令和４年４月の開設を目指
して観光学部観光まちづくり学科（仮称）の
設置認可を文部科学省に申請した。同学部に
ついては、令和３年４月の開設に向けて準備
を進めていたが、審査過程における指摘を踏
まえ、２年10月に申請を取り下げていた。
その後、教育内容や教員組織などについて改
めて検討を行い、今回の再申請に至った。

　

令
和
２
年
度
第
1
2
9
回
卒
業
式
は

３
月
21
日
、グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
新
高
輪「
飛
天
」で
、佐
栁
正
三
理
事

長
、針
本
正
行
学
長
ら
役
教
職
員
と
卒

業
生
が
出
席
し
て
挙
行
さ
れ
た
。学
部
・

専
攻
科
・
別
科
の
卒
業
生
2
4
4
8
人

は
針
本
学
長
ら
か
ら
多
く
の
激
励
を
受

け
、学
び
舎
を
巣
立
っ
た
。

　

午
前
は
神
道
文
化
学
部
・
人
間
開
発

部
・
専
攻
科
・
別
科
、
午
後
は
法
学

部
、
経
済
学
部
、
文
学
部
の
順
で
式
典

が
４
部
に
分
け
て
行
わ
れ
た
。
針
本
学

長
が
各
学
部
の
総
代
に
卒
業
証
書
・
学

位
記
を
、
専
攻
科
、
別
科
修
了
生
総
代

　

「
知
」
へ
の
欲
求
が
あ
る
限
り
、
生

き
る
糧
に
な
る
。「
卒
業
」
は
学
び
の

終
わ
り
で
は
な
く
、
新
た
な
学
び
の
始

ま
り
で
あ
り
、
一
人
の
人
間
と
し
て
、

新
た
な
創
造
を
目
指
し
、
動
き
始
め
る

「
始
業
」
で
も
あ
る
。
今
日
ま
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
専
攻
分
野
の
「
学
問
知
」
に

つ
い
て
、
仲
間
と
議
論
を
し
、
新
た
な

「
知
」
の
創
造
に
挑
ん
で
き
た
。
ま

た
、
課
外
活
動
に
お
い
て
も
、
先
輩
か

ら
技
術
、
学
芸
を
学
び
、
後
輩
へ
継
ぐ

と
い
う
「
学
び
」
も
あ
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
自
己
の
学
び
の
意
義
を

自
身
の
心
に
問
い
か
け
た
と
思
う
。
遠

隔
授
業
の
体
験
に
よ
り
、
学
ぶ
こ
と
へ

の
火
を
消
さ
な
い
限
り
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
実
感
し
た
。
不
断
に
、「
知
」
を
探

求
し
、「
学
び
」
の
扉
を
敲た

た

き
続
け
て

ほ
し
い
。
必
ず
や
、
皆
さ
ん
の
内
に
あ

る
、
多
様
で
、
尽
き
る
こ
と
の
な
い
、

無
限
の
能
力
に
出
会
う
。
国
学
院
大
学

と
い
う
学
び
舎
か
ら
、
天あ

ま

が
け
る
鳳
の

ご
と
く
、
飛
翔
す
る
こ
と
を
心
か
ら
祈

念
し
て
い
る
。

　

令
和
２
年
度
の
大
学
院
学
位
記
授
与

式
が
３
月
19
日
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
百

周
年
記
念
講
堂
で
、
佐
栁
正
三
理
事

長
、
針
本
正
行
学
長
、
根
岸
茂
夫
大
学

院
委
員
長
（
当
時
）
を
は
じ
め
、
役
教

職
員
ら
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
。

　

式
典
で
は
、
大
学
院
博
士
後
期
課
程

修
了
生
12
人
の
氏
名
と
論
文
が
紹
介
さ

れ
、
針
本
学
長
が
博
士
学
位
記
を
授

与
。
続
い
て
、
博
士
後
期
課
程
所
定
単

位
修
得
退
学
者
15
人
の
氏
名
が
読
み
上

げ
ら
れ
、
博
士
前
期
課
程
修
了
生
69
人

に
対
す
る
修
士
学
位
記
の
授
与
が
行
わ

れ
た
。

　

針
本
学
長
は
式
辞
で
江
戸
時
代
の
国

学
者
、
本
居
宣
長
の
『
う
ひ
山
ぶ
み
』

か
ら
学
問
研
究
の
姿
勢
を
紹
介
し
た
う

え
で
「
真
理
の
探
究
を
目
指
し
、
大
学

院
で
の
学
び
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
、
論
理
的
に
実
証
的
に

自
説
を
構
築
し
、
研
究
史
に
確
か
な
足

跡
を
残
さ
れ
る
よ
う
期
待
す
る
」
と
話

し
た
。
根
岸
委
員
長
は
「
厳
し
か
っ
た

１
年
の
経
験
を
自
ら
検
証
し
、
新
た
な

難
題
が
起
こ
っ
て
も
社
会
や
研
究
に
立

ち
向
か
う
力
を
鍛
え
、
発
展
す
る
こ
と

を
祈
念
し
て
い
る
」
と
そ
れ
ぞ
れ
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
大
学
院
博
士
前
期
課

程
修
了
生
を
代
表
し
た
箕
輪
有
朝
さ
ん

（
博
前
史
）
は
「
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
追

わ
れ
、
思
う
よ
う
に
大
学
に
出
入
り
す

る
こ
と
も
か
な
わ
な
か
っ
た
今
年
度
、

成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
修
了
生

一
同
が
感
謝
の
思
い
を
感
じ
て
い
る
と

思
う
」
と
答
辞
を
述
べ
た
。

　

式
典
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
で
の

手
指
消
毒
や
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
を
徹
底

し
て
挙
行
さ
れ
た
。

に
修
了
証
書
を
授
与
し
た
。

　

卒
業
生
の
家
族
ら
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
配
信
で
晴

れ
の
舞
台
を
見
守
っ
た
。国
歌
や
校
歌

の
斉
唱
は
、音
楽
に
合
わ
せ
て
心
の
中

で
歌
う
な
ど
、感
染
対
策
を
徹
底
し
た
。

　

式
典
で
は
針
本
学
長
が
式
辞
を
述

べ
、
国
学
院
大
学
院
友
会
の
𠮷
田
茂
穗

会
長
が
祝
辞
を
送
っ
た
。
各
部
の
式
典

で
、
石
川
則
夫
文
学
部
長
（
当
時
）、

橋
元
秀
一
経
済
学
部
長
（
当
時
）、
一

木
孝
之
法
学
部
長
、
西
岡
和
彦
神
道
文

化
学
部
長
、
成
田
信
子
人
間
開
発
学
部

長
が
「
卒
業
生
に
贈
る
言
葉
」
を
披
露

し
、
卒
業
生
を
激
励
し
た
。

　

そ
の
後
、午
前
の
式
で
は
、神
道
文
化

学
部
の
杉
浦
み
ど
り
さ
ん
、午
後
の
式

で
は
、法
学
部
の
竹
嶋
夢
希
さ
ん
、経
済

学
部
の
森
舞
子
さ
ん（
経
ネ
）、文
学
部

の
出
口
颯
涼（
史
）さ
ん
が
答
辞
を
述
べ

た
。式
典
が
終
わ
る
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
キ

ャ
ン
パ
ス
に
移
動
し
、卒
業
証
書
・
学
位

記
、修
了
証
書
を
受
け
取
っ
た
。

　

松
尾
真
美
さ
ん（
神
文
）は「
コ
ロ
ナ

禍
の
１
年
は
対
面
授
業
が
で
き
ず
に
オ

ン
ラ
イ
ン
に
な
っ
て
残
念
だ
っ
た
が
、

念
願
の
神
職
に
就
く
こ
と
が
で
き
る
。

私
は
不
登
校
を
経
験
し
て
い
る
の
で
、

同
じ
境
遇
の
人
た
ち
の
役
に
立
て
る
よ

う
な
仕
事
が
し
た
い
」と
話
し
た
。

　

相
馬
海
斗
さ
ん
（
法
）
は
「
軟
式
野

球
の
部
活
動
の
仲
間
た
ち
と
過
ご
し
た

時
間
は
自
分
に
と
っ
て
貴
重
だ
っ
た
。

就
職
す
る
会
社
で
野
球
を
続
け
る
か
ど

参
列
者
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
、座
席
の
間
隔
を

広
く
あ
け
て
挙
行
さ
れ
た

入
場
時
に
は
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

に
よ
る
検
温
が
行
わ
れ
た

針
本
学
長
式
辞
要
旨

学
び
の
火
を
消
さ
ず

扉
を
敲
き
続
け
よ
う

う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
大
学
時
代
の

仲
間
と
は
何
ら
か
の
形
で
繫
が
っ
て
い

た
い
」
と
話
し
た
。

卒 業 式
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令和３年度入学者数
　４月７日現在の学部、大学院、専攻科、別
科の入学者数は次の通り。
◎大学院◆博士前期課程◇文学研究科65人
▷神道学・宗教学専攻13人▷文学専攻31人
▷史学専攻21人◇法学研究科▷法律学専攻
６人◇経済学研究科▷経済学専攻４人◆博士
後期課程◇文学研究科23人▷神道学・宗教
学専攻７人▷文学専攻12人▷史学専攻４人
◇法学研究科▷法律学専攻０人◇経済学研究
科▷経済学専攻０人 　（大学院合計98人）
◎学部◆文学部714人▷哲学科72人▷史学科
192人▷日本文学科257人▷中国文学科67人
▷外国語文化学科126人◆経済学部530人▷
経済学科270人▷経営学科260人◆法学部▷
法律学科519人▶法律専攻419人▶法律専門
職専攻51人▶政治専攻49人◆神道文化学部
▷神道文化学科212人◆人間開発学部344人
▷初等教育学科105人▷健康体育学科137人
▷子ども支援学科102人 （学部合計2319人）
◎専攻科▷神道学専攻科神道学専攻25人　
（専攻科合計25人）
◎別科▷神道専修Ⅰ類１人▷神道専修Ⅱ類２
人 （別科合計３人） ［総計2445人］

授業開始前に遠隔授業の研修会
　対面授業と遠隔授業を併用する令和３年度
の授業開始に先立つ３月23日、教育開発推
進機構主催の遠隔授業研修会が開かれた。専
任・兼任の教員が、遠隔授業で使うビデオ会
議システム「Zoom（ズーム）」や学修支援
システム「K-SMAPYⅡ」の基本的な機能の
紹介を受け、よりよい授業づくりについて考
えた。
　遠隔授業の基礎的なツールや注意事項を説
明した鈴木崇義・教育開発推進機構准教授は
「遠隔授業は対面授業に比べて教員と学生の
関係性が築きにくい。学生には連絡手段を明
示するなど授業開始前に約束事を決めておく
とよい」などと昨年度の経験を踏まえて解説
した。

　

文
学
部
が
主
催
し
、
高
校
生
や
高

校
教
員
に
専
門
性
の
高
い
講
義
を
行

う
「
文
学
塾
」
が
３
月
27
日
、
ビ
デ

オ
会
議
シ
ス
テ
ム
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
（
ズ

ー
ム
）
」
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
形

式
で
開
か
れ
た
。
平
成
29
年
度
に
始

ま
っ
た
文
学
塾
は
、
令
和
元
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

で
中
止
と
な
り
、
２
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
っ
た
。
今
回
は
、
文
学
部
全
５

学
科
の
教
員
が
講
師
を
務
め
６
講
座

を
開
講
し
た
。

　

統
一
テ
ー
マ
「
見
て
読
ん
で
考
え

る
！
江
戸
文
化
」
で
は
近
世
後
期
文

学
な
ど
が
専
門
の
中
村
正
明
准
教

授
、
日
本
美
術
史
な
ど
が
専
門
の
藤

澤
紫
教
授
、
西
洋
近
代
哲
学
が
専
門

の
藤
野
寛
教
授
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

視
点
か
ら
講
義
を
行
い
、
多
彩
な
江

戸
時
代
の
文
化
に
迫
っ
た
。

　

「
弥
次
喜
多
、
旅
に
出
る
―
膝
栗

毛
文
芸
の
面
白
さ
―
」
と
題
し
て
講

義
を
行
っ
た
中
村
准

教
授
は
、
江
戸
時
代

随
一
の
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
と
し
て
知
ら
れ
る

十
返
舎
一
九
の
『
道

中
膝
栗
毛
』
が
江
戸

か
ら
明
治
に
か
け
て

滑
稽
本
に
限
ら
ず
、

他
の
戯
作
類
や
芸
能

な
ど
に
影
響
を
与
え

て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
た
。
そ
の
上
で
中

村
准
教
授
は
「
出
版

文
化
が
生
み
出
し
た

弥
次
喜
多
と
い
う
ヒ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
、
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ

ク
ス
化
さ
れ
て
親
し

ま
れ
て
い
っ
た
。
江

戸
の
庶
民
に
と
っ
て

文
学
は
身
近
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
」
と

締
め
く
く
っ
た
。

　

令
和
３
年
度
学
校
法
人
国
学
院

大
学
予
算
が
、
３
月
26
日
開
催
の

理
事
会
・
評
議
員
会
で
承
認
、
成

立
し
た
。

◇
資
金
収
支
予
算

　

資
金
収
支
予
算
は
会
計
年
度
中

の
す
べ
て
の
収
入
予
算
お
よ
び
支

出
予
算
の
内
容
と
支
払
資
金
の

顚て
ん
ま
つ末
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

◇
事
業
活
動
収
支
予
算

　

事
業
活
動
収
支
予
算
は
、
①
教

育
活
動
②
教
育
活
動
以
外
の
経
常

的
な
活
動
③
前
記
２
項
以
外
の
活

動
に
対
応
す
る
事
業
活
動
収
支
の

内
容
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
当
該
会
計
年
度
に
お
い
て
基

本
金
に
組
み
入
れ
る
額
を
控
除
し

た
、
当
該
会
計
年
度
の
諸
活
動
に

対
応
す
る
す
べ
て
の
事
業
活
動
収

入
お
よ
び
事
業
活
動
支
出
の
均
衡

の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

「
３
つ
の
活
動
に
対
応
す
る
事
業

活
動
収
入
お
よ
び
事
業
活
動
支
出

の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
（
区
分

経
理
）
」、「
均
衡
の
状
態
を
明
ら

か
に
す
る
（
収
支
の
均
衡
）
」
を

主
な
目
的
と
し
て
い
る
。

　

詳
細
は
、
学
校
法
人
国
学
院
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
。 

（
財
務
部
経
理
課
）

２年ぶりの文学塾 オンラインで６講座

令和３年度予算成立

収入の部 支出の部
科　目 予　算 前年度予算 増　減 科　目 予　算 前年度予算 増　減

学生生徒等納付金収入 13,306 13,211 95 人件費支出 10,097 9,954 143
手数料収入 732 712 20 教育研究経費支出 4,058 4,717 △659
寄付金収入 327 377 △50 管理経費支出 1,269 1,280 △11
補助金収入 2,599 2,660 △61 借入金等利息支出 11 12 △1
資産売却収入 0 0 0 借入金等返済支出 760 770 △10
付随事業・収益事業収入 141 73 68 施設関係支出 144 6,384 △6,240
受取利息・配当金収入 173 173 0 設備関係支出 243 564 △321
雑収入 476 589 △113 資産運用支出 3,121 3,947 △826
借入金等収入 576 586 △10 その他の支出 481 630 △149
前受金収入 2,714 2,453 261 予備費 449 449 0
その他の収入 1,284 8,110 △6,826 資金支出調整勘定 △328 △432 104
資金収入調整勘定 △2,657 △2,996 339 当年度支出合計 20,305 28,275 △7,970
当年度収入合計 19,671 25,948 △6,277 翌年度繰越支払資金 7,375 8,009 △634
前年度繰越支払資金 8,009 10,336 △2,327
収入の部合計 27,680 36,284 △8,604 支出の部合計 27,680 36,284 △8,604

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

科　目 予　算 前年度予算 増　減
学生生徒等納付金 13,306 13,211 95
手数料 732 712 20
寄付金 324 351 △27
経常費等補助金 2,597 2,641 △44
付随事業収入 141 73 68
雑収入 476 588 △112
教育活動収入計 17,576 17,576 0

事
業
活
動

支
出
の
部

人件費 9,897 10,027 △130
教育研究経費 6,288 6,478 △190
管理経費 1,391 1,416 △25
教育活動支出計 17,576 17,921 △345

教育活動収支差額 0 △345 345

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

受取利息・配当金 173 173 0
その他の教育
活動外収入 0 0 0

教育活動外収入計 173 173 0

事
業
活
動

支
出
の
部

借入金等利息 11 12 △1
その他の教育
活動外支出 0 0 0

教育活動外支出計 11 12 △1
教育活動外収支差額 162 161 1
経常収支差額 162 △184 346

特
別
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

科　目 予　算 前年度予算 増　減
資産売却差額 0 0 0
その他の特別収入 13 83 △70
特別収入計 13 83 △70

事
業
活
動

支
出
の
部

資産処分差額 4 45 △41
その他の特別支出 0 0 0
特別支出計 4 45 △41

特別収支差額 9 38 △29
［予備費］ 449 449 0
基本金組入前当年度収支差額 △278 △595 317
基本金組入額合計※ △812 △6,202 5,390
当年度収支差額 △1,090 △6,797 5,707
前年度繰越収支差額 △14,645 △7,848 △6,797
基本金取崩額 0 0 0
翌年度繰越収支差額 △15,735 △14,645 △1090

（参考）
事業活動収入計 17,762 17,832 △70
事業活動支出計 18,039 18,427 △388
※■第１号基本金　５億1,200万円
　　教育の質向上のために取得した固定資産の価格
　■第２号基本金　３億円
　　 教育の質向上のために将来取得する固定資産取得に充てるもの
注） 各項目の数値は、四捨五入を行っているため、合計欄などと各

項目の合計が一致しないことがある

資金収支予算書 令和３年４月１日から令和４年３月31日まで （単位：百万円）

事業活動収支予算書　令和３年４月１日から令和４年３月31日まで （単位：百万円）

対面と遠隔併用し授業開始
　令和３年度の前期授業が４月７日から始
まった。今年度の授業は、感染防止対策を
講じた上で、おおむね50人未満の授業をす
べて対面とするなど、通学を前提として運営
する。50人以上の授業はハイブリッド授業
（対面と遠隔の同時併用）としつつ、感染防
止の観点から教室を配当できない授業は、遠
隔授業で実施する。
　一方で、キャンパス内での手指消毒や検温
の実施などの留意事項（12面参照）の徹底
を求めている。

江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た『
道
中
膝
栗
毛
』を
見
せ
な
が
ら

講
義
す
る
中
村
准
教
授
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長
崎
県
平
戸
市
度
島
町
集
落
支
援
員
・
度
島
神
社
禰
宜
森
健
司
さ
ん（
平
26
卒
・
122
期
神
文
他
）

視
点
②
地
域
と
神
社

　

地
方
を
悩
ま
せ
る
過
疎
と
高
齢

化
。
長
崎
県
平
戸
市
の
離
島
・
度たく
し
ま島

も
厳
し
い
現
実
に
直
面
す
る
が
、
集

落
支
援
員
、「
度
島
地
区
ま
ち
づ
く

り
運
営
協
議
会
」
事
務
局
員
、
度
島

神
社
禰ね
ぎ宜
の
３
つ
の
顔
を
持
つ
森
健

司
さ
ん
（
平
26
卒
・
122
期
神
文
他
）

は
、
島
の
内
外
に
か
か
わ
ら
ず
関
係

者
の
誰
も
が
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
拠よ
り
所
と
な
る
よ
う
な
故
郷
を

目
指
し
て
い
る
。

度
島
の
ま
ち
づ
く
り
の
現
状
は

　

「
平
成
26
年
に
故
郷
の
度
島
へ
戻

っ
た
。『
度
島
地
区
ま
ち
づ
く
り
運

営
協
議
会
』
は
、『
島
を
住
み
や
す

い
場
所
に
』
と
い
う
姿
勢
で
全
島
民

を
巻
き
込
ん
で
地
域
活
動
を
展
開
。

活
動
を
通
じ
て
島
民
は
、
高
齢
化
や

過
疎
化
が
進
む
島
の
実
情
に
向
き
合

う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

現
在
は
島
外
の
関
係
者
と
島
民
を

繫
ぐ
こ
と
に
注
力
し
て
い
る
。『
度

島
応
援
倶
楽
部
』
の
よ
う
な
組
織
を

作
っ
て
頑
張
る
島
の
姿
を
発
信
す
れ

ば
、
島
外
に
出
た
人
か
ら
賛
同
を
得

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
資

金
援
助
に
繫
が
れ
ば
高
齢
者
介
護
が

充
実
し
、
あ
る
程
度
活
動
で
き
る
高

齢
者
を
生
か
せ
る
場
も
で
き
る
。
ま

た
、
帰
省
を
手
助
け
す
る
仕
組
み
を

作
っ
て
島
外
の
人
に
還
元
す
る
こ
と

も
可
能
だ
。

　

若
者
を
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
と

し
て
中
学
生
対
象
の『
た
く
し
ま
塾
』

が
あ
り
、豊
か
で
柔
軟
な
発
想
力
に

島
の
未
来
を
感
じ
た
。今
春
、高
校
卒

業
と
い
う
人
生
の
岐
路
を
迎
え
た
１

期
生
の
中
に『
度
島
に
お
菓
子
の
店

を
開
き
た
い
か
ら
、島
外
の
専
門
学

校
に
進
む
』と
い
う
子
が
い
て
、塾
の

成
果
を
じ
ん
わ
り
感
じ
た
」

神
職
と
し
て

目
指
し
て
い
る
こ
と
は

　
「
国
学
院
大
学
の
別
科
で
神
職
資

格
を
取
得
し
て
東
京
の
亀
戸
天
神
社

に
奉
職
。神
道
文
化
学
部
で
学
び
直

し
た
。約
10
年
間
も
東
京
に
出
て
お

り
、『
島
に
い
な
か
っ
た
の
に
度
島
人

ぶ
る
な
』と
話
を
聞
い
て
も
ら
え
な

い
こ
と
も
あ
っ
た
。そ
ん
な
島
民
か

ら
も
、神
職
の
み
に
許
さ
れ
た『
平
戸

神
楽
』を
き
ち
ん
と
舞
う
こ
と
で
一

目
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

現
在
は
複
数
の
神
職
が
平
戸
地
区

の
約
1
1
0
社
と
周
辺
の
神
社
の
例

祭
（
お
く
ん
ち
）
で
奉
納
し
て
お

り
、
私
も
年
間
70
〜
1
0
0
回
ほ
ど

関
わ
っ
て
い
る
。
神
楽
が
神
職
力
の

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
思
わ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
平
戸
で
神
楽
が
大
切
に
さ
れ

て
い
る
表
れ
だ
。

　

一
方
、
最
近
は
神
社
の
存
在
が
島

民
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
だ
。『
コ
メ
は
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
う
』
が
定
着
し

て
豊
作
を
祈
る
場
だ
っ
た
神
社
の
存

在
が
あ
や
ふ
や
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
人
々
の
暮
ら
し
に
『
目
に
見
え

な
い
安
心
』
を
も
た
ら
す
場
を
存
続

さ
せ
る
た
め
に
も
、
神
社
の
存
在
が

マ
イ
ナ
ス
で
は
な
く
、『
進
ん
で
応

援
し
た
い
』
と
思
わ
せ
る
も
の
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

度
島
の
未
来
は

　

「
集
落
支
援
員
や
神
職
と
し
て
心

が
け
て
い
る
こ
と
は
、『
助
け
て
も

ら
う
前
に
、
ど
れ
だ
け
プ
レ
ゼ
ン
ト

で
き
た
か
』
だ
。『
時
間
』
を
大
切

に
す
る
人
が
増
え
て
地
域
活
動
や
祭

事
が
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
の
で
、
こ
ち

ら
の
時
間
を
よ
り
多
く
提
供
（
＝
プ

レ
ゼ
ン
ト
）
し
て
信
頼
を
得
る
こ
と

で
人
々
の
貴
重
な
時
間
を
提
供
し
て

も
ら
え
る
関
係
を
築
き
た
い
。

　

島
の
未
来
像
と
し
て
、
ま
ず
『
誰

も
が
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
度

島
』
と
す
る
べ
き
だ
し
、
島
を
出
た

若
者
に
も
『
度
島
が
あ
る
じ
ゃ
な

い
』
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
拠

り
所
で
あ
り
続
け
た
い
。
45
歳
に
な

る
ま
で
走
り
続
け
、
こ
れ
ま
で
関
わ

っ
て
き
た
人
々
に
自
慢
す
る
こ
と
が

目
下
の
目
標
。
そ
れ
ま
で
に
『
度
島

の
魅
力
は
こ
れ
だ
！
』
と
公
言
で
き

る
物
を
作
り
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
よ

り
多
く
の
人
と
関
わ
り
続
け
、
島
や

神
社
の
未
来
に
繫
げ
た
い
」

■
度
島

　

長
崎
県
平
戸
市
に
属
す
る
島
。
平
戸
島
の
北
４

㎞
に
位
置
し
、
主
な
産
業
は
農
業
と
漁
業
。
今
年

３
月
時
点
の
人
口
は
6
5
9
人
。

■
平
戸
神
楽

　

壱
岐
を
除
く
旧
平
戸
藩
領
内
に
伝
わ
る
神
楽

で
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
。
江
戸
中
期
の

元
禄
年
間
に
、
神
道
家
の
橘
三
喜
が
諸
国
一
宮
神

楽
の
要
素
を
取
り
込
ん
で
24
番
を
大
成
し
た
。

●度島地区まちづくり運営協議会の
　フェイスブック
　 https://www.facebook.com/
hiradoshitakushima/

離
島
を
人
々
の
拠
り
所
に

森健司（もり・たけし）
　長崎県平戸市度島町出身。平成17年、国学院大学別科Ⅱ類を修了し東京・
亀戸天神社に奉職。神道文化学部を卒業（122期）した26年に故郷へ戻り、
度島神社などの神職を勤めるとともに平戸市度島町の集落支援員（嘱託）、「度
島地区まちづくり運営協議会」事務局員としても活動。

未来を創るる つつの提提提未未未来来をを創創る未未来来をを創創るる未未来来来をを創創る つ 提つつつのの提提提つつののの提提提

（本人提供）

島内の浦地区に鎮座する度島神社
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経
済
学
部
水
無
田
気
流
教
授

視
点
①
暮
ら
し
と
家
族

　

日
本
社
会
で
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

（
多
様
性
）
の
推
進
が
加
速
し
て
い

る
。
こ
の
10
年
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
や

家
族
観
は
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

『「
居
場
所
」
の
な
い
男
、「
時
間
」

の
な
い
女
』（
筑
摩
書
房
）
な
ど
の

著
書
が
あ
る
経
済
学
部
の
水
無
田
気

流
教
授
に
、
日
本
と
海
外
の
家
族
観

の
違
い
や
、
政
治
や
教
育
現
場
の
男

女
格
差
に
つ
い
て
聞
い
た
。

こ
の
10
年
で
家
庭
で
の

男
女
の
役
割
は
変
わ
っ
た
か

　

「
過
去
20
年
で
女
性
就
業
率
は
上

昇
し
た
が
家
事
育
児
介
護
な
ど
ケ
ア

ワ
ー
ク
は
女
性
偏
重
の
ま
ま
で
、
驚

く
ほ
ど
構
造
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
コ
ロ
ナ
禍
で
家
族
が

家
に
い
る
時
間
が
増
え
、
女
性
の
負

担
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
日
本
の

女
性
に
要
求
さ
れ
る
家
事
、
育
児
の

水
準
は
先
進
国
で
最
も
高
く
、
手
間

数
も
多
い
。
だ
が
そ
の
た
め
か
、
既

婚
女
性
の
家
庭
生
活
満
足
度
は
先
進

国
で
最
低
水
準
だ
。
私
が
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
国
会
議
員
に
日
本
の
お
弁
当

の
写
真
を
見
せ
た
ら
『
ア
ー
ト
作
品

だ
』
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
ほ
ど
。

　

私
は
平
成
27
年
か
ら
30
年
に
か
け

て
、
複
数
の
研
究
者
と
と
も
に
日
英

の
家
事
観
に
関
す
る
調
査
研
究
に
参

加
し
た
。
そ
の
一
環
で
、
東
京
と
ロ

ン
ド
ン
の
都
心
、
郊
外
、
さ
ら
に
地

方
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ア
で
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
書
籍
コ
ー
ナ
ー
に
置

か
れ
て
い
る
雑
誌
の
種
類
と
数
な
ど

の
違
い
を
調
べ
た
。

　

東
京
都
心
部
は
高
所
得
・
単
身
者

向
け
の
グ
ル
メ
雑
誌
な
ど
が
多
か
っ

た
が
、郊
外
は
料
理
、弁
当
本
が
大
半

を
占
め
た
。一
方
、英
国
で
は
料
理
本

は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
で
、代
わ
り
に
イ
ン
テ

リ
ア
、ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、そ
し
て
Ｄ
Ｉ

Ｙ
の
本
な
ど
が
置
か
れ
て
い
た
。日

本
で
は『
家
事
＝
料
理
』で
、家
族
で

手
の
込
ん
だ
栄
養
の
あ
る
料
理
を
食

べ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。こ

れ
は
家
事
が
家
庭
内
で
完
結
し
て
い

る
と
も
い
え
る
。他
方
英
国
で
は「
他

均
質
性
を
打
ち
破
り
、

自
由
な
家
族
観
持
っ
て

人
を
招
き
社
交
の
た
め
の
家
造
り
」

が
重
視
さ
れ
て
お
り
、ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
や
Ｄ
Ｉ
Ｙ
な
ど
夫
婦
一
緒
に
行
う

家
事
が
メ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
の
が

大
き
な
違
い
だ
。英
国
は
家
事
の
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
も
一
般
的
だ
。日

本
で
も
家
事
代
行
が
増
え
て
は
い
る

が
、税
額
控
除
さ
れ
ず
一
部
の
層
へ

の
浸
透
に
と
ど
ま
る
」

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

（
男
女
格
差
）
は
ど
う
か

　

「
令
和
３
年
に
公
表
さ
れ
た
日
本

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
ラ
ン
キ
ン

グ
は
1
5
6
カ
国
中
1
2
0
位
と
、

先
進
国
最
低
水
準
で
Ｇ
７
で
は
最
下

位
だ
っ
た
。
最
大
の
引
き
下
げ
要
因

は
女
性
の
政
治
参
加
の
立
ち
遅
れ

で
、
女
性
の
国
会
議
員
も
少
な
く
衆

議
院
の
女
性
議
員
割
合
は
１
割
、
参

議
院
で
よ
う
や
く
２
割
だ
。
１
、
２

割
と
い
う
数
字
は
地
獄
の
数
字
と
言

わ
れ
て
い
て
『
紅
一
点
』
と
い
う
状

況
だ
。
女
性
比
率
が
３
割
を
超
え
る

と
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
に
な
り
、

社
会
に
質
的
な
変
化
を
起
こ
す
こ
と

が
で
き
る
。

　

政
治
に
次
い
で
経
済
も
低
い
。
女

性
の
平
均
賃
金
は
男
性
の
半
分
程

度
、
管
理
職
者
に
占
め
る
割
合
は
１

割
強
し
か
い
な
い
。
日
本
の
職
場
が

多
様
性
と
は
ほ
ど
遠
い
、
男
性
中
心

の
均
質
性
の
高
い
職
場
が
続
い
て
き

た
こ
と
が
一
因
だ
」

10
年
後
の
社
会
を
変
え
る
に
は

ど
ん
な
政
策
が
必
要
か

　

「
安
倍
晋
三
前
政
権
は
女
性
の
社

会
進
出
を
重
点
施
策
に
位
置
付
け
、

確
か
に
平
成
24
年
か
ら
令
和
元
年
に

か
け
て
日
本
で
は
女
性
就
業
者
は
約

3
3
8
万
人
増
加
し
た
。
だ
が
、
女

性
被
雇
用
者
の
多
数
派
が
非
正
規
雇

用
と
い
う
構
図
に
変
化
は
な
か
っ

た
。
こ
の
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
で
女
性

の
非
正
規
雇
用
者
が
失
職
や
雇
い
止

め
な
ど
雇
用
の
調
整
弁
に
使
わ
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
女
性
の
自
殺
者
数

も
急
増
し
た
。
前
首
相
が
繰
り
返
し

た
『
強
い
経
済
』
の
も
ろ
さ
が
露
呈

し
て
し
ま
っ
た
と
い
え
る
。

　

こ
れ
か
ら
は
『
人
間
を
幸
福
に
す

る
経
済
』
を
主
眼
に
お
い
た
政
策
が

必
要
だ
。
出
産
育
児
を
経
て
就
業
を

継
続
で
き
た
女
性
が
よ
く
言
う
せ
り

ふ
に
『
私
は
運
が
良
か
っ
た
』
と
い

う
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
日
本
社

会
の
問
題
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
個

人
的
な
運
の
善
し
あ
し
で
育
児
資
源

や
職
場
の
理
解
に
恵
ま
れ
て
い
る
か

ど
う
か
で
は
な
く
、
本
来
誰
も
が
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」学

生
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　

「
身
近
す
ぎ
て
客
観
的
に
見
る
こ

と
が
難
し
い
社
会
構
造
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
は
、
大
い
に
意
義
が
あ
る
。

と
り
わ
け
家
族
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ

い
て
は
『
親
が
こ
う
だ
っ
た
か
ら
、

自
分
も
こ
う
あ
る
べ
き
』
と
考
え
る

学
生
は
少
な
く
な
い
。
だ
が
そ
れ
は

一
世
代
前
の
家
族
観
・
生
活
観
に
起

因
し
て
い
る
。
学
生
に
は
過
去
で
は

な
く
こ
れ
か
ら
自
分
た
ち
が
幸
福
に

な
る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か

を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

　

初
等
教
育
か
ら
大
学
ま
で
、
教
員

の
仕
事
は
基
本
的
に
学
生
が
将
来
社

会
に
出
た
と
き
に
、
自
分
の
力
で
幸

せ
に
な
る
方
法
を
自
ら
考
え
選
び
取

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
手
助
け
す
る

こ
と
だ
。
そ
の
意
味
で
家
族
観
や
ジ

ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は
極

め
て
重
要
で
あ
り
、
私
の
講
義
が
そ

の
一
助
に
な
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い

る
」

提言言

創刊700号 記念特集
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岩
手
県
奥
州
市
で
発
酵
技
術
を
駆

使
し
て
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
取

り
組
む
フ
ァ
ー
メ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、「
企
業
利
益
」
と
「
社
会
貢

献
」
の
相
反
す
る
２
つ
を
目
標
に
掲

げ
る
ゼ
ブ
ラ
企
業
だ
。
世
界
的
に
も

難
し
い
と
さ
れ
る
持
続
可
能
性
ビ
ジ

ネ
ス
の
構
築
に
情
熱
を
傾
け
る
酒
井

里
奈
社
長
に
、
仕
事
へ
の
原
動
力
と

未
来
を
担
う
若
者
世
代
に
贈
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
聞
い
た
。

持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の

手
ご
た
え
は

　

「
フ
ァ
ー
メ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

ビ
ジ
ネ
ス
は
当
初
、『
市
場
性
が
見

え
な
い
』
な
ど
厳
し
い
コ
メ
ン
ト
を

頂
い
た
が
、
社
会
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
重

要
性
に
気
付
き
始
め
、
昨
年
あ
た
り

か
ら
、
事
業
の
考
え
方
へ
の
理
解
が

深
ま
っ
た
。
こ
の
流
れ
は
も
う
後
戻

り
し
な
い
。
循
環
型
経
済
は
今
後
、

常
識
に
な
る
と
思
う
。
こ
れ
ま
で
培

っ
て
き
た
技
術
を
今
、
生
か
そ
う
と

い
う
思
い
で
、
大
企
業
と
コ
ラ
ボ

し
、
外
部
か
ら
資
金
を
調
達
す
る
な

ど
事
業
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
」

大
学
時
代
か
ら

起
業
を
考
え
て
い
た
の
か

　

「
大
学
の
４
年
間
を
過
ご
し
て

も
、
自
分
が
何
を
や
り
た
い
の
か
、

目
指
す
べ
き
仕
事
が
何
か
と
い
う
こ

と
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
何
を
し
た

ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
仕
事
と
関
わ
り
を
持
て
る
銀

行
に
就
職
、
そ
の
後
外
資
系
金
融
で

勤
務
し
て
い
た
。
充
実
は
し
て
い
た

が
、『
こ
の
仕
事
の
た
め
な
ら
深
夜

ま
で
残
業
し
続
け
て
も
い
い
な
』
と

思
え
る
よ
う
な
仕
事
で
は
な
か
っ

た
。
そ
れ
で
も
答
え
を
見
つ
け
る
こ

と
を
あ
き
ら
め
ず
に
、
ア
ン
テ
ナ
を

立
て
て
情
報
収
集
し
て
い
た
ら
、
今

の
仕
事
の
核
に
な
っ
て
い
る
発
酵
技

術
と
出
合
う
こ
と
が
で
き
た
。
見
つ

け
た
と
き
は
、
こ
の
技
術
を
ど
う
広

げ
て
い
こ
う
か
と
考
え
る
こ
と
が
止

ま
ら
な
か
っ
た
。
私
は
一
生
懸
命
に

な
れ
る
こ
と
に
出
合
っ
た
の
も
、
30

歳
を
超
え
て
い
た
し
、
起
業
家
と
し

て
は
遅
咲
き
の
ほ
う
だ
。
若
い
時

は
、
周
り
の
人
た
ち
の
中
で
、
自
分

の
や
り
た
い
仕
事
や
熱
中
で
き
る
こ

と
を
見
つ
け
た
人
を
見
る
と
、
ま
ぶ

し
く
見
え
る
し
、
う
ら
や
ま
し
く
思

え
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
焦
る

こ
と
は
な
い
の
で
、
広
い
心
で
ア
ン

テ
ナ
を
広
げ
て
い
た
ら
、
時
間
は
か

か
っ
て
も
、
必
ず
見
つ
か
る
は
ず

だ
」私

た
ち
が
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
貢
献
す
る
に
は

　

「
消
費
者
の
み
な
さ
ん
は
、
値
段

が
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
環
境
に
良
い

商
品
を
買
う
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

い
。
環
境
に
良
い
が
、
少
し
価
格
が

高
い
場
合
に
は
選
ば
な
い
方
が
ま
だ

多
い
と
感
じ
る
。
売
り
場
に
誰
も
い

な
く
て
も
、
環
境
に
良
い
ほ
う
の
商

品
を
手
に
取
る
方
を
増
や
し
た
い
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
消
費
の
魅
力

■
大
企
業
と
の
共
創

　

Ａ
Ｎ
Ａ
フ
ー
ズ
が
エ
ク
ア
ド
ル
か
ら
輸

入
・
販
売
し
て
い
る
「
田
辺
農
園
バ
ナ

ナ
」
の
規
格
外
バ
ナ
ナ
と
フ
ァ
ー
メ
ン
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
手
掛
け
る
休
耕
田
で
栽
培

し
た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
米
を
原
料
に
、
発
酵

ア
ル
コ
ー
ル
（
エ
タ
ノ
ー
ル
）
を
精
製

し
、
天
然
由
来
成
分
99
％
の
「
お
米
と
バ

ナ
ナ
の
除
菌
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
」
を

開
発
＝
写
真
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー
プ
と

■
フ
ァ
ー
メ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

独
自
の
発
酵
技
術
で
「
循
環
型
社
会
」

を
構
築
す
る
研
究
開
発
型
企
業
。
岩
手
県

奥
州
市
の
休
耕
田
で
栽
培
さ
れ
た
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
米
を
発
酵
・
蒸
留
し
て
エ
タ
ノ
ー

ル
を
製
造
。
残
っ
た
発
酵
粕
は
化
粧
品
の

「
原
料
」
や
鶏
・
牛
の
餌
に
活
用
し
、
さ

ら
に
そ
の
鶏
糞
や
牛
糞
は
畑
や
田
ん
ぼ
の

肥
料
に
す
る
な
ど
、
ご
み
を
出
さ
な
い
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
な
循
環
を

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

と
一
緒
に
作
っ
て
い
る

＝
下
図
。

⬅
フ
ァ
ー
メ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
構
築
す
る
廃
棄
物
ゼ
ロ
の

　

循
環
型
モ
デ
ル
（
同
社
提
供
）

や
り
た
い
仕
事
は
必
ず
見
つ
か
る

「
焦
ら
ず
、
広
い
心
で
ア
ン
テ
ナ
を
」

フ
ァ
ー
メ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
酒
井
里
奈
社
長

視
点
③
持
続
可
能
な
社
会
と
ビ
ジ
ネ
ス

酒井里奈（さかい・りな）
　東京都生まれ。平成７年国際基督教大学（ＩＣ
Ｕ）卒業。富士銀行（現・みずほ銀行）、ドイツ証
券で勤務。東京農業大学応用生物科学部醸造科学科
で発酵技術を学ぶ。21年にファーメンステーショ
ンを起業した。
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ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
と
の
共
創
で
、
り
ん
ご

の
お
酒
「
シ
ー
ド
ル
」
の
製
造
工
程
か
ら

発
生
す
る
副
産
物
で
あ
る
り
ん
ご
の
搾
り

残ざ
ん
さ渣
を
原
料
と
し
て
、
り
ん
ご
エ
タ
ノ
ー

ル
を
精
製
し
、
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な

ど
の
商
品
を
開
発
し
た
。

➡
４
月
か
ら
販
売
が
始
ま
っ
た
「
お
米
と
バ

ナ
ナ
の
除
菌
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
」

（
フ
ァ
ー
メ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
提
供
）

を
伝
え
て
い
く
の
か
、
消
費
者
が
そ

れ
を
判
断
で
き
る
知
識
を
伝
え
て
い

く
の
か
、
ど
う
い
う
や
り
方
が
効
果

的
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
う
い
う

文
化
を
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
私
た
ち
だ
け
で
は
そ
の
力
が
足

り
な
い
の
で
、
大
企
業
と
協
業
し
、

環
境
配
慮
の
商
品
が
当
た
り
前
の
よ

う
に
出
回
り
、『
世
の
中
は
こ
ん
な

感
じ
な
ん
だ
』
と
思
っ
て
も
ら
え
た

ら
い
い
。
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｙ
Ａ
と
の
コ

ラ
ボ
も
、『
わ
ぁ
！
素
敵
な
商
品
』

と
、
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
」

　コロナ禍によって欠かせないものとなった一つが、手
指消毒用のエタノールだが、「原材料は？」「製造過程は
？」「環境負荷は？」と聞かれて答えられるだろうか。
　東京五輪・パラリンピック組織委員会前会長の女性蔑
視発言が物議を醸し、注目が集まるジェンダー差別も、
性差を問わず誰しも心の中にそうした火種を持っていな
いか。都市に暮らす私たちにとって、地方で起きている
諸課題は他人事のように思うかもしれないが本当にそう
なのか。筆者も地方と関わりがある首都圏以外の出身で
ある。
　社会にも、私たち個人にも多くの矛盾がある。提言を
いただいた３氏は皆、足元にあった課題に実直に向き合
い行動を起こしている。そこには、目指すべき未来の形
がある。
　身近な疑問に向き合う主人公は、国でも企業でもな
い。私たち自身であり、舞台は毎日の生活の中にある。
2030年、本紙は800号の節目を迎える予定だ。３氏の言
葉がその時の社会の、大学の、個人のスタンダードにな
っているだろうか。私たちがつくりだす滴は大河となっ
て、将来の本紙に花開いているはずだ。

ファーメンステーション提供

編 集 後 記

創刊号
昭和32年５月23日

　創刊にあたって当時の
石川岩吉学長は「全力を
尽くして内容の充実に努
力し建学精神の発揚を図
らねばならぬ」と寄せて
いる。釈迢空（折口信
夫）の歌とコラム「みは
るかすもの」（一時「広
報部長室から」と改称）
は今に続く。創刊号はブ
ランケット版でモノクロ
全２ページだった。

1号

昭和47年７月10日

　学生運動が激しくなり
休校に。

164号

昭和42年２月１日

100号

昭和38年５月１日

　４月に法学部が設立さ
れた。初代学部長は松岡
熊三郎教授（当時）だっ
た。

65号

　制作を担当した歴代の
広報担当者が座談会。創
刊から19年を振り返った。

200号

昭和50年11月10日

　神奈川グラウンド（現
在のたまプラーザキャン
パス）で行われた若木体
育祭。学生たちの躍動感
が伝わってくる。

207号

昭和51年７月10日

277号

創立100周年記念特集号
昭和57年11月10日

300号

昭和59年12月10日

　時代は昭和から平成へ。

345号

平成元年１月10日

　たまプラーザキャンパ
スが開校。

381号

平成４年４月10日

400号

平成６年１月10日

　相模原キャンパス（現相
模原グラウンド）が開校。

425号

平成８年４月10日

　平成14年、神道文化学
部を新設。

484号

平成13年９月10日

497号

創立120周年記念特集号
平成14年11月10日

500号

平成15年２月10日

　学報別冊「K：DNA」が登
場。同年秋からは学生記
者が主体となって制作。

514号

平成16年５月14日
（K：DNA春号）

　平成21年度の人間開発
学部開設が認可された。

563号

平成20年11月10日

　渋谷キャンパス再開発
が完成。

574号

平成21年11月10日

　東日本大震災で被災し
たキャンパスの様子や復
興支援の取り組みを紹介。

591号

平成23年５月10日
（K：DNA春号）

　紙面を大幅リニューア
ルし、より見やすい紙面
に。

656号

平成29年４月10日

　新型コロナウイルス感
染拡大により入学式を中
止。異例の休校期間に。

689号

令和２年４月20日

600号

平成24年３月10日

　

国
学
院
大
学
学
報
が
創
刊
し
た
の
は
昭
和

32
（
1
9
5
7
）
年
５
月
。
列
島
は
戦
後
の

復
興
期
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
に
向
け
進
む

頃
だ
っ
た
。
本
学
は
同
年
、
創
立
75
周
年
を

迎
え
、
文
学
部
、
政
経
学
部
で
多
く
の
学
生

が
学
ん
で
い
た
。
昭
和
、
平
成
、
令
和
と
本

紙
が
伝
え
て
き
た
学
び
舎
の
歩
み
を
当
時
の

紙
面
で
振
り
返
る
。

学
報
が
伝
え
て
き
た

国
学
院
大
学
の
歩
み
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 「支部の集い」にご出席を

内 本学の学部・専攻科・別科在学生（外国人留学生除
く）の保護者らで組織される若木育成会では、「支
部の集い」を５月中旬から開催します。本学の現
況、学修・就職状況などの説明に加え、疑問や悩み
について個別面談でも対応します。新入生の保護者

にとっては本学を知る初めての機会ですので、ぜひ
ご出席ください。
日・時・場下表参照
申 開催１カ月前頃に案内状を郵送します
ので、若木育成会ＨＰ（ＱＲコード）
から申し込んでください。
問校友課（☎03・5466・0131）

　アンケートに回答してくださった方の中から抽選で５名の方に、本学オリジナルブ
ックカバーをプレゼントします。アンケートはＱＲコードから（締切：５月15日）。な
お、当選者の発表は、発送をもって代えさせていただきます。
　アンケート回答者の個人情報は、法令に基づきプレゼントの発送に限り使用します。

アンケート回答者の中から５名様に読者プレゼント

博物館
料無料
時 原則、水・木・金・土曜日の12時～17時（最終入館16時
30分）。短縮開館
※ 博物館関連イベントの問い合わせは☎03・5466・0359

内 神社・寺院の由来や、神仏の不思議な力である
霊験を語る物語を縁起と呼びます。これらは、
社寺や人々の信仰に根ざしたものでした。本展
では、国学院大学図書館が所蔵する熊野の神々
や八幡神（応神天皇）とその母・神功皇后をめ
ぐる縁起絵巻の数々を展示し、物語から中世の
神々の姿を見ていきます。
日 ５月13日㈭～７月３日㈯
場 企画展示室

 特別列品
「神の新たな物語―熊野と八幡の縁起―」

新型コロナ関連のお知らせ

内キャンパス内での感染を防ぐため、次の留意事
項に基づいて対面授業を受講してください。
●基本的な留意事項
　◇ 継続的に手洗い、咳エチケットの徹底を
　◇ 「３密」を避ける取り組みを
　◇ 免疫力を高める十分な睡眠、適度な運動、バ
ランスの取れた食事を

●具体的な留意事項
　◇ 毎朝検温をし、「検温表」へ必要事項の記入を
　◇ 発熱や咳などの風邪症状がみられる場合、同
居する家族、身近な知人に感染が疑われる場
合は登校を控え、授業は欠席を

　◇ 授業開始時に担当教員から求められた場合、
『検温表』への記入を

　◇大学構内では必ずマスクの着用を
　◇ 入退館、入退室時には手指消毒の徹底を
　◇体温調節ができる服装で来校を
　◇ 教室では着席不可の席には座らない

対面授業受講上の留意事項

内 新型コロナウイルス感染症と診断された方、疑
いがあると言われた方は、必ず保健室にメール
か電話で連絡をしてください。
▶保健室アドレスめhoken@kokugakuin.ac.jp
▶渋谷ＴＥＬ（平日・土曜９時～17時）
　☎03・5466・0148
▶ たまプラーザＴＥＬ（平日・土曜９時～16時
30分）☎045・904・7660

感染が疑われたら保健室に連絡を

「３密」を避けよう「３密」を避けよう

密閉空間

密接場面

咳エチケット咳エチケット

ハンカチや
ティッシュペーパーで
口と鼻を覆う

服の袖や肘
ひ じ

の内側で
口と鼻を覆う

マスクがあれば
正しく着用する

とっさ
の時は

マスクが
なければ

密集場所

支部名 開催日 開始時間 会場所在地 会場
北海道道北支部 ６月６日㈰ 14：00 旭川市 ホテルＷＢＦグランデ旭川
北海道道東支部 中止
北海道道央支部 ６月５日㈯ 14：00 札幌市 北海道神宮頓宮
北海道道南支部 ６月19日㈯ 14：00 函館市 ホテル函館ロイヤル
青森県支部 ６月20日㈰ 13：00 青森市 ウェディングプラザアラスカ
岩手県支部 ６月26日㈯ 14：00 遠野市 あえりあ遠野
宮城県支部 ７月25日㈰ 13：00 仙台市 ホテルＪＡＬシティ仙台
秋田県支部 中止
山形県支部 ７月24日㈯ 13：00 山形市 大手門パルズ
福島県支部 ５月30日㈰ 13：00 郡山市 郡山ビューホテル
茨城県支部 ５月30日㈰ 13：00 土浦市 L'AUBE
栃木県支部 中止
群馬県支部 ６月５日㈯ 13：30 高崎市 ホテルグランビュー高崎
埼玉県支部 ６月13日㈰ 13：00

渋谷区 国学院大学 渋谷キャンパス

千葉県支部 ７月４日㈰ 13：00
東京都第一支部 ６月20日㈰ 13：00
東京都第二支部 ６月27日㈰ 13：00
東京都第三支部 ６月20日㈰ 13：00
東京都第四支部 ６月27日㈰ 13：00
神奈川県支部 ７月18日㈰ 13：00
新潟県支部 ７月11日㈰ 13：00 新潟市 アートホテル新潟駅前
富山県支部 中止
石川県支部 ７月31日㈯ 14：00 金沢市 ホテル金沢
福井県支部 ８月１日㈰ 14：00 敦賀市 ニューサンピア敦賀
山梨県支部 ５月22日㈯ 13：00 甲府市 かいてらす　山梨県地場産業センター

長野県東北信支部 ７月31日㈯ 13：00 長野市 長野県神社庁
長野県中南信支部 ５月23日㈰ 13：00 諏訪市 ホテル紅や
岐阜県支部 ７月24日㈯ 13：00 岐阜市 岐阜キャッスルイン
静岡県東部支部 ７月11日㈰ 13：30 三島市 富士山三島東急ホテル
静岡県中部支部 ７月10日㈯ 13：30 静岡市 中島屋グランドホテル
静岡県西部支部 ７月25日㈰ 13：00 浜松市 ホテルクラウンパレス浜松
愛知県支部 ７月18日㈰ 13：00 名古屋市 ホテルサンルートプラザ名古屋
三重県支部 ７月17日㈯ 14：00 松阪市 FREX HOTEL
滋賀県支部

６月26日㈯ 14：00 京都市 都ホテル京都八条
京都府支部
大阪府支部 ７月３日㈯ 13：00 大阪市 あべのハルカス 会議室25Ｆ
兵庫県支部 ６月20日㈰ 14：00 西宮市 西宮神社会館 福の間
奈良県支部 ６月27日㈰ 13：00 奈良市 春日大社 感謝共生の館
和歌山県支部 ７月４日㈰ 14：00 和歌山市 和歌山県民文化会館
鳥取県支部 ５月22日㈯ 13：30 米子市 ＡＮＡクラウンプラザホテル米子
島根県支部 ５月23日㈰ 14：00 出雲市 ニューウェルシティ出雲
岡山県支部 ６月19日㈯ 13：30 岡山市 ピュアリティまきび
広島県支部 ７月11日㈰ 13：30 広島市 広島ガーデンパレス
山口県支部 ６月12日㈯ 13：00 周南市 遠石会館
徳島県支部 中止
香川県支部 ６月13日㈰ 13：00 高松市 高松東急ＲＥＩホテル
愛媛県支部 ６月12日㈯ 11：00 松山市 メルパルク松山
高知県支部 中止
福岡県支部 ６月13日㈰ 13：00 福岡市 オリエンタルホテル福岡　博多ステーション
佐賀県支部 ７月25日㈰ 14：00 佐賀市 グランデはがくれ
長崎県支部 ７月24日㈯ 13：00 諫早市 ホテルフラッグス諫早
熊本県支部 ７月17日㈯ 14：00 熊本市 ＫＫＲホテル熊本
大分県支部 ７月３日㈯ 14：00 大分市 レンブラントホテル大分
宮崎県支部 ７月４日㈰ 15：00 宮崎市 ホテルメリージュ
鹿児島県支部 ７月18日㈰ 13：30 鹿児島市 鹿児島東急ＲＥＩホテル
沖縄県支部 中止

※今後の社会状況により、変更が生じる場合があります
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トインフォダイジェス 内内容　日日にち　時時間　場場所　対対象　申申し込み　料料金　問問い合わせ
… 在学生　 … 保護者　 … 卒業生　 … 一般　 合合 … 受験生

令和３年度オープンカレッジ開講一覧
講座名 講師氏名 期 曜 時

神道を知る講座16　神話と古代の祭祀　－日本書紀1301年を迎えて－ 岡田　莊司 通年 水 10：30～12：00
『古事記』を読む 谷口　雅博 通年 土 10：30～12：00
万葉集を読む　－巻三・四を読み直す－ 土佐　秀里 通年 木 10：30～12：00
源氏物語講座　－もう一つの『源氏物語』を読む－ 豊島　秀範 通年 金 12：50～14：20
能と文学15　－古典文学から能へ－ 岩崎　雅彦 通年 木 14：30～16：00
短歌を　読む　詠む　－『万葉集』第19～20巻の鑑賞－ 豊島　秀範 通年 木 14：30～16：00
日本国憲法の日本語文法 中村　幸弘 前期 金 12：50～14：20
日本語“どうして”Ｑ＆Ａ100　－日本語の歴史と未来を学ぶ－ 中村　幸弘 後期 金 12：50～14：20
文学の風景　－＜うそ＞と＜まこと＞のあわい－ 岡崎　直也 前期 土 10：30～12：00
「漢詩を読む」 赤井　益久 後期 火 10：30～12：00
古典と民俗学１－民俗学で読み解く文学の世界と文学に読み取る民俗の世界－ 大石　泰夫 通年 土 14：30～16：00
民俗伝承学から日本文化を読む（一）
－伊勢神宮と出雲大社：「日本」と「天皇」の誕生－ 新谷　尚紀 前期 水 14：30～16：00

民俗伝承学から日本文化を読む（二）
－伊勢神宮と出雲大社：「日本」と「天皇」の誕生－ 新谷　尚紀 後期 水 14：30～16：00

江戸時代の古文書を読む＜初級＞ 根岸　茂夫 前期 金 12：50～14：20
将軍の日光社参と江戸幕府 根岸　茂夫 後期 金 12：50～14：20
遊べる日本美術６　もっと!遊べる浮世絵
－洒落を味わう・おもちゃ絵を愛でる－ 藤澤　　紫 通年 火 18：30～20：00

世界の中の日本　－コロナ禍の新冷戦の行方とアジア情勢－ 久保田るり子 通年 金 10：30～12：00
『古事記』下巻を読む　－允恭・安康・雄略－ 渡邉　　卓 通年 木 10：45～12：15
松尾芭蕉の紀行文を読む　－『 の小文』・『更科紀行』－ 中村　正明 通年 金 14：50～16：20
健康と運動の心理学 伊藤　英之 前期 火 10：45～12：15
特別講座 「死後の世界　－死ぬことと生きること－」 石井　研士 通年 金 14：30～16：00

※全てオンラインで実施

大学からのお知らせ 付金に関する通知」や大学ＨＰをご確認ください。
問 ▶経理課（☎03・5466・0115）
　▶ 学生生活課（☎03・5466・0145）
　▶ たまプラーザ事務課（☎045・904・7700）

健康診断の結果および
健康診断証明書の発行について

内 令和３年度の健康診断の結果は６月下旬以降、
K-SMAPYⅡの学籍情報照会で確認できます。各種
実習、就職活動などで使用する健康診断証明書は、
５月上旬から、証明書自動発行機で発行可能になる
予定です。
※ 再検査を受けていないなど所見がある場合、保健室
へお越しください
問保健室（渋谷☎03・5466・0148、たまプラーザ

☎045・904・7660）

証明書発行はコンビニ発行を

内 国学院大学「証明書発行サービス」は、必要な証明
書の発行をオンラインで申請、クレジットカード・
コンビニで現金決済し、全国のコンビニエンススト
ア（セブン－イレブン、ファミリーマート、ローソ
ン）の各店舗内に設置されているマルチコピー機を
利用して、各種証明書を発行するサービスです。
「オンライン申請郵送サービス」は、必要な証明書
の申請、決済を実施いただき、郵送でお送りするサ
ービスです。別途、必要部数、送付方法により郵送
料が必要となります。
※ 原則として在学生には郵送サービスを行いません
問教務課、たまプラーザ事務課

大規模火災および地滑りで
被害に遭われた皆さまへ

内 ２月に栃木県足利市で発生した大規模火災、３月に
新潟県糸魚川市で発生した地滑り、４月に島根県松
江市で発生した大規模火災により災害救助法が適用
された地域に主たる家計支持者が居住し、家計の急
変で今後の学業生活に支障をきたすおそれのある学
生は、保証人（保護者等）と相談のうえ下記の大学
各窓口までご相談ください。
対 被害対象地域については本学ＨＰで確認してくださ
い。
問 ▶ 学生生活課（☎03・5466・0145）
　▶ たまプラーザ事務課（☎045・904・7700）
　▶ 大学院事務課（☎03・5466・0142）

令和３年度学費等納付金について

内 令和３年度学費等納付金（前期）口座振替日は、６月
21日㈪です。詳細は、４月中旬に発送した「学費等納

 オープンカレッジ受講生募集

内 国学院大学のオープンカレッジはどなたでも受講で
きる、大学の特色を生かした公開講座です。神道、
文学、歴史などの講座を多数ご用意しています。令
和３年度は受講者の安全を考慮し対面での開講は行
わず、ビデオ会議システム「Zoom（ズーム）」を
利用した下表の21のオンライン講座を開きます。
特別講座を除く各講座には独自の単位を設定し、累
積32単位となった時点で「国学院大
学オープンカレッジ修了証」を授与し
ます。講義内容などの詳細は本学ＨＰ
（ＱＲコード）で確認を。
対・料
［入会金］
　▶一般＝5000円
　▶ 院友（本学卒業生）、若木育成会会員（在学生保
護者など）、本学科目等履修生、他校学生・生徒
＝3000円

　▶本学学生・本法人教職員＝無料
［受講料（テキスト代含まず）］
　▶５回講座＝１万1000円
　▶10回講座＝２万2000円
※ 若木育成会会員、本学の学生・教職員、渋谷区・横
浜市青葉区在住者、他校学生・生徒は半額
申 本学ＨＰまたはパンフレット（電話・ＦＡＸで請

イベント 求）で開講講座を確認し、「受講申込ハガキ」また
は「ＦＡＸ用受講申込書」で申し込みを。
問エクステンションセンター
　 （☎03・5466・0270、 ふ03・5466・0394、
　　め jigyo@kokugakuin.ac.jp）

オンライン生きがい講座
 「腰の痛み～自分で防ぎ、自分で治す～」

内 “ぎっくり腰”、“ヘルニア”、“慢性腰痛”…これま
でにさまざまな腰の痛みを経験されていませんか
？　この講座では、前半の座学で自分の身体を知
り、後半の実践で実際に身体を動かして、ストレ
ッチとトレーニングに取り組んでいきます。講師
は富田一誠人間開発学部教授。ビデオ会議システ
ム「Zoom（ズーム）」で実施。

日・時５月８日㈯10時～11時30分
場 ストレッチ・トレーニングができる場所
対特に中高年を対象
定 100組（要申込、開催前日18時まで可、先着順）
申 次の①、②のいずれかで申し込みを
　① 大学ＨＰ（ＱＲコード）にある申込
フォームから

　② 講座名、申込者氏名（ふりがな）、
参加人数、年齢、性別、住所、電話
番号、アドレスをＦＡＸ（045・910・3754）
で送信

料無料
問 人間開発学部 地域ヘルスプロモーションセンター

キャリアサポート
※ 詳細確認・申し込みはK-SMAPYⅡから行って下さい

内 就職活動の選考で「エントリーシート」や「履
歴書」といった書類提出は必須です。インター
ンシップでも人気企業を中心に、エントリーシ
ートの提出が求められることが増えています。
企業は書類のどこをどのように評価しているの
かを知り、高評価を得るために自分の何をアピ
ールするのかを解説・ワークを通して学んでい
きます。
　 　この講座はインターンシップ対策講座②「エ
ントリーシート実践講座」との２回完結の講座
のため、両方とも参加するようにしてください。
※オンライン配信
日・時４月28日㈬５限
対３年生

インターンシップ対策講座①「インターン
シップ入門＆エントリーシート対策講座」

インターンシップ対策講座③
「グループディスカッション＆面接対策講座」
内 就職活動の選考で絶対に避けては通れないのが
面接です。面接では分からない個性を見るため
に「グループディスカッション（ＧＤ）」を取
り入れる企業もあります。
　 　この講座は、面接やＧＤ突破のポイントを詳
細に解説します。講座に参加して、場面や雰囲
気に応じた発言やコミュニケーションを取れる
適応力を身につけましょう！
　 　この講座はインターンシップ対策講座④「面
接実践練習会（６月開催予定）」との２回完結
の講座のため、両方とも参加するようにしてく
ださい。
※オンライン配信
日５月26日㈬時間未定
対３年生

インターンシップ対策講座②
「エントリーシート実践講座」

内 大手・人気企業のインターンシップに参加する
ためには、完成度の高いエントリーシートを作
成する必要があり、設問の意味を理解する力が
求められます。大手・人気企業のエントリーシ
ートの設問を例に、企業が知りたいことや、作
成時のポイントについて解説します。
※オンライン配信（ライブ）
日・時５月12日㈬５限
対３年生
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オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で

若
手
院
友
が
活
躍

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

早咲きの桜の下で渋三さくら祭
今年も田原ゼミが協力
　河津桜が咲きそろう渋谷川沿いの遊歩道
「渋谷リバーストリート」で２月、渋三さく
ら祭実行委員会が主催する第３回「渋三さく
ら祭」が開催された。国学院大学からは田原
裕子経済学部教授のゼミが協力。学生たち
が企画した「さくら”ホッと”こたつ@渋谷
川」が実施され、遊歩道に設置したコタツで
暖を取りながら満開の河津桜を楽しめるひと
時を多くの来街者に提供した。
　ゼミ生たちのイベントへの協力は今回で３
回目。今年のテーマは社会事情を考慮して
「リフレッシュ」と設定。仕事中の休憩時間
に利用する人の姿や地元の方が増えたと、考
案した学生たちは手応えを感じていた。

卒業生 土方選手
マラソン日本歴代５位
　びわ湖毎日マラソンが２月28日、大津市
・皇子山陸上競技場を発着する42.195kmで
行われ、２回目のマラソン挑戦となった卒
業生・土方英和選手（令２卒・128期健体、
Honda）が、自己ベストを大きく縮める２時
間06分26秒で２位に入った。優勝した鈴木
健吾選手（富士通）は日本記録をマーク。土
方選手の記録は日本歴代５位となった。

　

例
年
卒
業
生
を
母
校
に
招
い
て
開
催
し

て
い
た
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
。
令
和
２

年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
の
影
響
を
受
け
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催

と
な
り
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
実
施
さ
れ

た
イ
ベ
ン
ト
で
若
手
卒
業
生
（
院
友
）
が

活
躍
し
た
。

　

２
月
11
日
に
は
大
学
と
大
阪
府
泉
佐
野

市
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繫
ぎ
「
大
阪
・
泉
佐

野
発　

私
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
実
践
論
」
を
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス

テ
ム
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
（
ズ
ー
ム
）
」
を
使
っ

て
開
催
。
タ
オ
ル
製
造
会
社
ス
マ
イ
リ
ー

ア
ー
ス
の
代
表
取
締
役
社
長
を
務
め
る
奥

龍
将
さ
ん
（
平
23
卒
・
119
期
日
文
）
が
自

然
環
境
へ
の
負
荷
を
大
幅
に
抑
え
た
独
自

の
タ
オ
ル
生
産
技
術
を
紹
介
し
た
。

　

奥
さ
ん
は
原
材
料
の
綿
に
含
ま
れ
る
油

分
な
ど
を
水
だ
け
で
精
練
す
る
「
自
浄
清

綿
法
」
を
父
と
協
力
し
て
開
発
し
て
き

た
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
片
手
に
工
場
の
中
を
案
内
し
、
化
石
燃

料
の
使
用
や
産
業
廃
棄
物
を
極
限
ま
で
低

減
す
る
生
産
工
程
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
に
は
卒
業
生
だ

け
で
な
く
、S
D
G
ｓ
に
関
心
を
寄
せ
る
在

学
生
も
多
く
参
加
し
た
。「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
興

味
を
持
っ
た
が
、何
か
ら
始
め
た
ら
よ
い

か
」と
い
う
在
学
生
の
質
問
に
奥
さ
ん
は

「
興
味
を
持
っ
た
こ
と
に
取
り
組
ん
で
み
る

と
、大
学
で
の
学
び
も
繫
が
っ
て
く
る
。自

分
が
興
味
を
持
っ
た
部
分
を
掘
り
下
げ
て

も
ら
え
た
ら
」と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

３
月
12
日
に
は
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
メ
ー

カ
ー
「
ヤ
ッ
ホ
ー
ブ
ル
ー
イ
ン
グ
」
に
勤

務
す
る
柳
下
桂
一
郎
さ
ん
（
平
31
卒
・
127

期
史
）
を
講
師
に
「
軽
井
沢
発 

私
が
愛

す
る
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の 

お
い
し
い
飲

み
方
」
と
題
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
を

開
催
し
、
約
20
人
の
卒
業
生
が
参
加
し

た
。
参
加
者
に
は
事
前
に
同
社
の
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
柳
下
さ
ん

は
、
世
界
に
は
1
0
0
を
超
え
る
ビ
ア
ス

タ
イ
ル
が
あ
り
、
国
内
市
場
で
は
90
％
以

上
を
ラ
ガ
ー
ビ
ー
ル
が
占
め
る
こ
と
を
説

明
し
た
。
そ
の
上
で
同
社
が
製
造
す
る
香

り
や
飲
み
ご
た
え
を
楽
し
む
エ
ー
ル
ビ
ー

ル
は
、「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
グ
ラ
ス
な
ど
に

注
い
で
、
香
り
を
楽
し
み
な
が
ら
少
し
ず

自
ら
手
に
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
工
場

内
を
映
し
な
が
ら
紹
介
す
る
奥
龍
将
さ
ん

（
ラ
イ
ブ
配
信
映
像
か
ら
）

つ
飲
む
の
が
お
す
す
め
」
と
話
し
、
参
加

者
と
一
緒
に
商
品
ご
と
に
異
な
る
香
り
や

味
を
楽
し
ん
だ
。

　

参
加
し
た
卒
業
生
か
ら
も
チ
ャ
ッ
ト
な

ど
を
通
じ
て
感
想
や
質
問
が
寄
せ
ら
れ
る

な
ど
地
域
や
世
代
を
超
え
た
交
流
が
画
面

越
し
に
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
ほ
か
若
手
院
友
弁
護
士
に
よ
る
身

近
な
法
律
問
題
の
解
説
な
ど
の
動
画
コ

ン
テ
ン
ツ
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン

ネ
ル
「
国
学
院
大
学
動
画

ア
ー
カ
イ
ブ
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）
」
で
引
き
続
き
公
開

中
。

就職活動ワンポイントアドバイス

インターンシップ
主体的に前向きに

　仕事はつらいことが多く、やらされる
ものだと思っている学生は多いかもしれ
ません。しかし、実際にインターンシッ
プに参加した学生からは、「社会人はや
りがいをもって働いている」「仕事は大
変だけど楽しく働いている」という気づ
きを得たという話を多く聞きます。
　そもそも、インターンシップは何のた
めに参加するのでしょうか。
　インターンシップは、あなたが憧れる
「ヒーロー、ヒロインを見つける旅」で
す。働く人の立場から主観的に社内を見
渡すことができれば、自分に合う職場か
どうかや、入社して５年先、10年先の
働く姿も明確に見えてくるのではないで
しょうか。複数社のインターンシップを
経験するなかで比較ができ、自分にフィ
ットしている会社や、そこで働く社会人
の中で尊敬できる「人生の先輩」を見つ
けることができるのです。
　キャリアサポート課では「インターン
シップ対策講座（全６回）」を実施し、
皆さんを手厚くサポートします。３年生
はもちろん、１、２年生も積極的に参加
してみてください。
　インターンシップでは、一生懸命頑張
っても「うまくいかなかった」と思う経
験をすることもあります。「失敗だ」と
ネガティブにとらえるのではなく、「こ
ういう企業（業界）は合わない」「志望
する企業（業界）を絞り込めた」と自身
の成長や就職活動を充実させることに繫
げてみるとよいでしょう。
　 ［キャリアサポート課監修］

　

横
浜
市
青
葉
区
に
立
地
す
る
国
学
院
大

学
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
現

在
お
よ
そ
1
4
0
0
人
の
人
間
開
発
学
部

生
が
学
ぶ
。
大
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は

安
全
確
認
が
で
き
る
ま
で
学
生
、
教
職
員

ら
が
滞
在
す
る
滞
留
施
設
と
も
な
る
。
全

般
的
な
防
災
対
策
は
本
学
Ｈ
Ｐ
の
「
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
明
記
さ
れ
て
お
り
、
東

日
本
大
震
災
と
そ
の
後
に
発
生
し
た
災
害

で
の
教
訓
を
生
か
し
て
1
2
0
0
人
が
３

安全確認まではキャンパスで
東日本大震災10年「備える」

キャンパスの防災
̶たまプラーザ̶

リンク集（たまプラーザ編）
●国学院大学の防災対策
　 https://www.kokugakuin.ac.jp/about/efforts/%
E9%98%B2%E7%81%BD%E5%AF%BE%E7%AD%96

●横浜市の防災・災害ページ
　 https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/
bousai-kyukyu-bohan/bousai-saigai/

●帰宅困難者にならないために（横浜市）
　 https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/
bousai-kyukyu-bohan/bousai-saigai/wagaya/
jishin/place/konnan/20170131153747.html

●内閣府の防災情報ページ
　 http://www.bousai.go.jp/index.html

東
日
本
大
震
災
後
の
計
画
停
電
で
、
電
気
が

消
え
た
な
か
業
務
を
す
る
職
員
（
平
成
23
年

３
月
17
日
、
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
）

令
和
元
年
12
月
に
行
わ
れ
た

防
災
訓
練
の
様
子

日
間
（
72
時
間
）
過
ご
せ
る
だ
け
の
備

蓄
品
（
飲
食
・
医
薬
品
、
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
な
ど
）
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。

　

同
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
毎
年
12
月
、
学

生
・
教
職
員
に
設
備
・
清
掃
関
連
の
委

託
ス
タ
ッ
フ
も
加
え
た
避
難
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
。
例
年
、
約
3
0
0
人
が

参
加
す
る
大
規
模
な
も
の
で
、
毎
回
テ

ー
マ
を
変
え
て
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

で
課
題
の
洗
い
出
し
に
繫
げ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
１
号
館
の
外
階
段
か
ら
中

庭
ま
で
の
避
難
ル
ー
ト
に
あ
っ
た
段
差

を
改
修
す
る
な
ど
安
全
な
避
難
ル
ー
ト

確
保
が
実
現
し
た
。
訓
練
の
成
果
は
参

加
す
る
学
生
に
と
っ
て
も
教
職
に
就
い

た
際
に
幼
稚
園
や
学
校
の
現
場
で
生
か

す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

10
年
前
の
「
３
・
11
」
で
は
当
時
キ

ャ
ン
パ
ス
に
い
た
40
人
（
学
生
27
人
、

教
職
員
13
人
）
が
一
夜
を
明
か
し
た
。

震
災
以
降
の
知
見
か
ら
、
賞
味
期
限
切

れ
の
飲
料
水
を
手
洗
い
や
ト
イ
レ
洗
浄

用
と
す
る
活
用
策
も
編
み
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
避
難
場
所

の
衛
生
管
理
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

る
中
、
そ
れ
ら
に
配
慮
し
た
備
蓄
も
増

や
し
て
い
る
ほ
か
、
昨
年
新
設
さ
れ
た

Ｓ
Ｓ
３
に
自
家
発
電
装
置
を
設
置
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
設
備
の
整
備
が
図
ら

れ
て
い
る
。

　

一
方
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
震
災
時
に
大
規
模
延
焼
火
災
が
発

生
し
た
場
合
、
火
の
手
か
ら
身
を
守
る

た
め
の
広
域
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
地
域
防
災
の
一
翼
も
担
っ
て
い

る
。



15 令和３年４月20日㈫　No. 700学 生

　

東
都
大
学
野
球
春
季
１
部
リ
ー
グ
が

３
月
29
日
、
開
幕
を
迎
え
た
。
昨
秋
の

リ
ー
グ
戦
で
コ
ロ
ナ
禍
の
特
例
措
置
と

し
て
２
〜
４
部
の
各
優
勝
校
が
自
動
昇

格
し
た
た
め
、
今
季
は
昨
秋
２
部
優
勝

の
青
学
大
を
加
え
た
７
校
に
よ
る
２
回

戦
総
当
た
り
で
行
わ
れ
、
勝
率
で
順
位

を
決
め
る
。

　

開
幕
カ
ー
ド
で
昨
秋
優
勝
の
亜
細
亜

大
学
と
対
戦
し
た
国
学
院
大
学
硬
式
野

球
部
は
初
戦
、
３
回
に
３
番
・
山
本
ダ

ン
テ
武
蔵
選
手
（
経
４
）
の
３
ラ
ン
本

塁
打
な
ど
で
一
挙
５
点
を
挙
げ
、
８
―

１
で
白
星
ス
タ
ー
ト
。
山
本
選
手
は
翌

日
の
２
回
戦
で
も
２
打
席
連
続
本
塁
打

を
放
っ
た
が
、
チ
ー
ム
は
終
盤
に
逆
転

を
許
し
３
―
４
で
惜
敗
し
た
。

　

第
２
週
は
、
駒
沢
大
学
を
相
手
に
１

勝
１
敗
。
試
合
が
な
か
っ
た
第
３
週
を

終
え
４
月
16
日
現
在
、
２
勝
２
敗
で
２

位
タ
イ
に
つ
け
、
優
勝
争
い
が
熾し

烈れ
つ

に

な
る
後
半
戦
を
迎
え
る
。

硬式野球部 東都大学野球が開幕

島﨑選手３位 日本代表へ
陸上競技部 日本学生ハーフオンラインで勧誘活動

　新型コロナウイルスの収束が見通せない
中、部会やサークルの新入生勧誘活動はオン
ラインで実施されている。各団体は、１年生
だけでなく、昨年度はほとんど課外活動がで
きなかった２年生に向けても画面越しに活動
内容の紹介を行っている。
　４月３日から始まったオンラインでの勧誘
活動は、新歓実行委員会は動画配信アプリ
「YouTube」を、体育連合会はビデオ会議シ
ステム「Zoom（ズーム）」を使って事前に
収録した動画やライブ配信での説明、演武で
アピールした。

　

第
24
回
日
本
学
生
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

選
手
権
大
会
兼
ワ
ー
ル
ド
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
ゲ
ー
ム
ズ
（
旧
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー

ド
）
日
本
代
表
選
手
選
考
競
技
会
が
３

月
14
日
、
陸
上
自
衛
隊
立
川
駐
屯
地
周

回
コ
ー
ス
（
東
京
都
立
川
市
）
で
行
わ

れ
、
国
学
院
大
学
陸
上
競
技
部
か
ら
は

３
選
手
が
出
場
し
た
。

　

例
年
は
陸
上
自
衛
隊
立
川
駐
屯
地
を

ス
タ
ー
ト
し
、
立
川
市
街
地
か
ら
国
営

昭
和
記
念
公
園
を
駆
け
抜
け
る
コ
ー
ス

で
行
わ
れ
て
い
る
同
大
会
だ
が
、
今
回

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
対
策
と
し
て
、
陸
上
自
衛
隊
立
川
駐

屯
地
内
の
１
周
約
２
・
６
㌔
の
滑
走
路

を
周
回
す
る
コ
ー
ス
で
観
客
を
入
れ
ず

に
開
催
さ
れ
た
。

　

強
い
風
が
吹
き
付
け
る
中
行
わ
れ
た

レ
ー
ス
は
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
で
進
ん
だ
。

島
﨑
慎
愛
選
手
（
経
３
）、
藤
木
宏
太

選
手
（
神
文
３
）
は
終
始
先
頭
集
団
で

上
位
を
競
う
と
、
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
で

の
勝
負
に
。
ト
ッ
プ
と
８
秒
差
の
１
時

間
３
分
８
秒
で
島
﨑
選
手
が
３
位
、
１

秒
遅
れ
て
４
位
で
藤
木
選
手
が
ゴ
ー
ル

し
た
。
伊
地
知
賢
造
選
手
（
健
体
１
）

は
21
位
だ
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
島
﨑
選
手
は
上
位
３
人

に
与
え
ら
れ
る
ワ
ー
ル
ド
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
ゲ
ー
ム
ズ
の
日
本
代
表
に
内
定
し

た
。
2
0
2
1
年
ワ
ー
ル
ド
ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ
ゲ
ー
ム
ズ
は
、
８
月
に
中
国
・

成
都
で
行
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
４

月
、
１
年
間
の
延
期
が
発
表
さ
れ
た
。

（
学
年
は
当
時
）

先頭集団でレースを引っ張る藤木宏太選手（右から４人目）と島﨑慎愛選手（左端）

開
幕
２
試
合
で
３
本
の
本
塁
打
を
放
っ
た

山
本
ダ
ン
テ
武
蔵
選
手
（
左
）

柔
道
部 

全
日
本
体
重
別
66
㌔
級

相
田
選
手
、

武
岡
選
手
が
３
位

　

柔
道
の
全
日
本
体
重
別
選
手
権
、
男

子
全
７
階
級
が
４
月
４
日
、
福
岡
国
際

セ
ン
タ
ー
（
福
岡
市
）
で
行
わ
れ
、
国

学
院
大
学
柔
道
部
か
ら
２
選
手
が
、
卒

業
生
も
２
人
が
出
場
し
た
。

　

男
子
66
㌔
級
で
は
、
昨
年
10
月
の
講

道
館
杯
で
表
彰
台
に
並
ん
だ
藤
阪
泰
恒

選
手
（
平
31
卒
・
127
期
健
体
、
パ
ー
ク

24
）、
相
田
勇
司
選
手
（
法
４
＝
写
真

上
）、
武
岡
毅
選
手
（
日
文
４
＝
写
真

下
）
が
出
場
。
３
人
は
１
回
戦
を
勝
利

し
、
準
決
勝
で
は
藤
阪
選
手
と
相
田
選

手
が
対
戦
し
た
。
講
道
館
杯
決
勝
の
再

現
と
な
っ
た
試
合
は
、
４
分
間
の
試
合

時
間
で
決
着
が
つ
か
ず
延
長
戦
に
。
８

分
を
超
え
た
試
合
は
、
相
田
選
手
に
３

つ
目
の
指
導
が
与
え
ら
れ
反
則
負
け
と

な
っ
た
。
武
岡
選
手
は
田
中
龍
馬
選
手

（
筑
波
大
）
に
延
長
の
末
、
優
勢
負
け

し
、
決
勝
進
出
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

試
合
後
、
相
田
選
手
は
「
勝
負
は
準

決
勝
と
分
か
っ
て
い
た
。
自
分
の
柔
道

は
で
き
た
が
、
最
後
は
悪
い
癖
が
出
て

し
ま
っ
た
。
自
分
の
柔
道
を
一
か
ら
作

り
直
し
た
い
」
と
、
武
岡
選
手
は
「
チ

ャ
ン
ス
を
物
に
で
き
な
い
詰
め
の
甘
さ

が
出
て
し
ま
っ
た
。
次
は
優
勝
を
狙
い

た
い
」
と
悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
た
。

　

相
田
選
手
を
退
け
て
決
勝
に
進
ん
だ

藤
阪
選
手
は
準
優
勝
。
男
子
73
㌔
級
で

は
島
田
隆
志
郎
選
手
（
令
２
卒
・
128
期

健
体
、
パ
ー
ク
24
）
が
３
位
だ
っ
た
。全日本柔道連盟提供

全日本柔道連盟提供

©

月
刊
陸
上
競
技

団体個人の成績
準硬式野球部＝第63回関東地区大学準硬式
野球選手権大会決勝が３月25日、上柚木公
園（東京都八王子市）で行われた。大会２連
覇を狙った同部は中央大学に６―７で敗れ
た。２年連続４度目の優勝はならなかった
が、６月に開催される全日本大学選手権関東
予選出場権を獲得した。

スキー部＝全日本学生スキー大会が２月24
日～３月９日、北海道阿寒町と札幌市などで
行われた。男子２部スラローム、男子回転で
飯塚康幸選手（健体３）が２回の滑走の合計
タイムで２分１秒11を記録し、３位に入っ
た。この他、安田佑待選手（経１）は６位、
野井海南斗選手（経３）が８位で入賞した。
　男子大回転では飯塚選手が５位、堀川諒真
選手（経ネ４）が６位、船本叶選手（健体
１）が７位、樋沢駿甫選手（経２）が９位、
髙荷智貴選手（健体４）が10位で入賞が続
いた。
　クロスカントリーではフリー、クラシカル
の２種目で林結翔選手（健体２）が３位に入
った（学年は当時）。
ソフトテニス部＝令和２年度関東シングルス
ソフトテニス選手権大会が３月７日、神栖海
浜公園テニスコート（茨城県神栖市）で行わ
れた。男子は予選リーグ、決勝トーナメント
で争われ、同部から３人が出場した。一昨年
の大会で優勝を果たした谷岡凌太朗選手(健
体４)は順調に決勝まで勝ち進んだが社会人
選手に敗れ、２大会連続のチャンピオンには
届かなかった。このほか、下田好輝選手(史
２)はベスト16。小出尚典選手(史３)は予
選リーグ敗退だった（学年は当時）。
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　４回に分かれて挙行された入学式。感染対策が呼びかけられ、緊張感に包まれた学生生活のスタートとなった。

期待も緊張も胸に新たな一歩

　

経
済
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
深

く
学
び
た
い
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
、
実
社

会
で
力
を
発
揮
で
き
る
人
材
に
な
り
た
い
。

高
橋
里
朋
さ
ん
（
経
営
）

経
済
学
部

　

古
来
よ
り
日
本
人
が
守
っ
て
き
た
神
社

や
鎮
守
の
森
を
、
さ
ら
に
は
日
本
の
伝
統

や
文
化
を
後
世
に
継
承
し
て
い
き
た
い
。

４
年
間
で
先
生
方
か
ら
多
く
を
学
び
、
神

道
に
対
す
る
理
解
を
深
め
た
い
。

岩
崎
峻
也
さ
ん

神
道
文
化
学
部

10
年
以
上
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
る
中
で
、

体
と
精
神
面
で
選
手
を
支
え
る
ト
レ
ー
ナ

ー
に
憧
れ
を
抱
い
た
。
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
な
ど
専
門
知
識
を
学
び
た
い
。
蹴

球
部
に
入
り
文
武
両
道
を
目
指
す
。

田
中
琢
人
さ
ん
（
健
体
）

人
間
開
発
学
部

　

日
本
文
学
だ
け
で
な
く
、
日
本
語
学
や

伝
承
文
化
な
ど
も
幅
広
く
学
び
、
さ
ま
ざ

ま
な
視
点
で
研
究
し
た
い
。
国
学
院
大
学

の
図
書
館
に
は
文
献
や
貴
重
な
資
料
が
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
最
大
限
活
用
し
た
い
。

清
野
環
さ
ん
（
日
文
）

文

学

部

　

法
律
は
私
た
ち
の
日
常
社
会
に
お
い
て

身
近
な
存
在
だ
。
４
年
間
で
専
門
分
野

を
究
め
る
こ
と
で
自
分
の
可
能
性
を
発
見

し
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
間
に
成
長
し

た
い
。
新
た
な
出
会
い
も
大
切
に
し
た
い
。

林
駿
太
郎
さ
ん

法

学

部

入 学 式


